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書
舶
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八
下

〔
民
国
二
十
四
年
、
昭
和
十
年
、
乙
亥
歲
、
一
九
三
五
年　

五
月
七
日
か
ら
同
月

十
八
日
〕

七
日晴

れ
。
靜
嘉
堂
の
藏
書
は
、
吳
興
（
浙
江
省
湖
州
市
）
のひ

よ
く

宋
樓
の
舊
物
で
、

岩
崎
氏
が
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
價
格
は
低
廉
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も（

1
）、
孤
本

が
ま
こ
と
に
多
い
。
岩
崎
氏
は
長
澤
〔
規
矩
也
〕
君
を
招
き
調
査
整
理
に
當
た
ら

せ
た（

2
）。
別
に
目
錄
（
昭
和
五
年
十
二
月
刊
『
靜
嘉
堂

庫
漢
籍
分
類
目
錄
』）
が

刊
行
さ
れ
通
行
し
て
い
る
。
聲
價
は
ほ
と
ん
ど
圖
書
寮
に
等
し
い
。
中
國
か
ら
の

使
者
が
日
本
に
來
る
と
、
砧
田マ

マ

村
（
靜
嘉
堂

庫
の
所
在
地
の
舊
名
、
砧
村
。
現

東
京
都
世
田
谷
區
岡
本
）
に
車
を
停
め
な
い
こ
と
は
な
い
。
前
年
（
一
昨
年
の

十
二
月
十
日
、
本
書
卷
六
の
該
日
條
參
照
）、〔
楊
〕
无
恙
と
こ
こ
に
來
た
が
、
そ

の
時
は
每
日
、
講
演
に
追
わ
れ
て
い
た
の
で
、
大
雜
把
に
花
を
一
覽
し
た
よ
う
な

も
の
で
あ
っ
た
。
數
日
前
に
長
澤
君
が
二
度
目
の
訪
問
に
誘
っ
て
く
れ
た
。〔
陶
〕

心
如
（
陶
洙
）
と
〔
湯
〕
愛
理
も
興
味
を
起
こ
し
た
。
田
中
〔
慶
太
郞
〕
と
會
い
、

出
か
け
る
準
備
を
い
っ
し
ょ
に
し
た
。
そ
こ
で
高
〔
錫
昌
〕
君
を
招
き
轉
記
の
手

傳
い
を
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
て
、
本
日
、
同
行
す
る
こ
と
に
決
め
た
。
九
時
頃
、

同
行
者
が
相
前
後
し
て
集
ま
る
。
自
動
車
を
傭
い
、
一
時
閒
ほ
ど
で
岩
崎
氏
の
別

莊
（
靜
嘉
堂

庫
）
に
着
く
。
仁
井
田
〔
陞
〕
君
が
す
で
に
到
着
し
て
い
た
。
司

書
は
變
わ
ら
ず
に
飯
田
〔
良
平
〕
君
で
、
目
錄
を
檢
索
し
て
古
版
本
十
一
種
を
出

し
て
も
ら
う
。
分
擔
し
て
筆
記
し
た
の
で
、
前
回
よ
り
も
正
確
と
な
っ
た
。
四
時

に
閱
覽
終
了
。
同
行
者
を
招
待
し
て
新
宿
の
印
度
料
理
店
に
行
き
晩
餐
す
る
。
電

車
で
お
茶
ノ
水
橋
ま
で
行
き
、
步
い
て
旅
館
に
も
ど
る
。
玉
姬
に
手
紙
を
出
す
。

皇
朝
編
年
備
要
二
十
五
卷
補
刊
編
年
備
要
五
卷（

3
）

宋
紹
定
本
。
卷
一
よ
り
卷
二
十
に
至
る
ま
で
を
存
す
。
餘
の
五
卷
は
竝
び
に
補

刊
に
し
て
、
俱
に
汪

源
（
淸
の
汪
士
鍾
）
の
影
抄
。
四
周
單
邊
。
序
は
四
篇
。

一
は
前
太
學
生
の
莆
田
の
陳
均
、三
葉【
半
葉
六
行
】。二
は
紹
定
二
年（
一
二
二
九
）

三
月
辛
卯
、
建
安
の
眞
德
秀
、
七
葉
【
半
葉
六
行
】。
三
は
紹
定
乙マ

マ

（
己
）
丑
（
二

年
）
中
秋
、
長
樂
の
鄭
性
之
、
五
葉
【
半
葉
五
行
】。
四
は
紹
定
二
年
冬
十
一
月

南
至
（
冬
至
）、
朝
議
大
夫
直
敷

閣
新
知
漳
州
の
林
せ
つ

、
■
葉
【
半
葉
■
行（

4
）。

譯
注

董
康
『
書
舶
庸
譚
』
九
卷
本
譯
注
（
八
）

芳　
　

村　
　

弘　
　

道
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七
四

四
序
俱
に
草
書
】。
次
は
「
凡
例
」、「
皇
朝
編
年
備
要
參
用
凡
例
」
と
題
す
。「
正

例
」
は
「
災
祥
」「
沿
革
」「
號
令
」「
征
伐
」「
殺
生
」「
除
拜
」
の
六
則
に
分
か
つ
。

「
雜
例
」
は
「
行
幸
」「
賜
宴
」「
繕
修
」「
郊
祀マ

マ

（
祠
）」「
賞
賜
」「
進
書
」「
振
恤マ
マ

（

）」「
蠻
夷
朝
貢
」「
蠻
夷
君
長
死
立
」の
九
則
に
分
か
つ
。
次
は
引
用
書
目
、「
皇

朝
編
年
綱
目
備
要
引
用
書マ

マ目（
諸
書
）」と
題
す
。
各
目
は
俱
に
低
三
格
。
次
は「
目

錄
」、「
皇
朝
編
年
綱
目
備
要
目
錄
」
と
題
し
、
尾
も
同
じ
。
每
半
葉
八
行
、
每
行

十
六
字
。
每
代
の
帝
王
は
頂
格
。
干
支
の
紀
年
は
橢
圓
白

を
用
ひ
以
て
之
を
別

か
つ（

5
）。〔
目
錄
〕
末
葉
の
後マ
マ
（
前
）
半
葉
の
第
四
行
に
「
已
後
五
卷
見
成
出
售
（
已

後
の
五
卷
は
成
る
を
見
て
出
售
す
）」
の
一
行
有
り
。
此
れ
卽
ち
嗣
出
の
意
。
汪

抄
は
、
卽
ち
嗣
出
の
者
に
據
り
て
抄
補
す
。
是
れ
此
の
本
は
乃
ち
初
印
の
未
だ
足

ら
ざ
る
も
の
に
し
て
、
殘
本
に
は
非
ざ
る
な
り
。
正

の
行
款
は
目
錄
に
同
じ
。

小
字
は
二
十
三
、
四
字
不
等
、
雙
行
に
し
て
線
界
を
用
ひ
て
隔
つ
。
首
行
「
皇
朝

編
年
綱
目
備
要
卷
第
幾
」
と
題
す
。
下
欄
に
齊
し
く
「
凡
幾
年
」
と
紀
す
。
卷
首マ

マ

（
尾
）は
數
行
を
隔
て
題
は
首
行
に
同
じ
く
、而
れ
ど
も
紀
年
の
字
無
し
。
次
行「
壺

山
陳
均
編
」
と
題
し
、
每
字
離
隔
す
。
板
心
は
上
下
線
口
、
上
に
字
數
を
記
す
。

魚
尾
の
下
に
「
備
要
幾
」
と
標
す
【「
凡
例
」
の
照
標
、或
い
は
一
「
例
」
字
の
み
。

序
・
目
は
「
備
要
」
の
下
に
於
い
て
「
序
」「
目
」
の
字
を
增
す
】。
下
魚
尾
の
下

に
葉
數
を
記
す
。
欄
外
の
左
角
に
元
號
紀
年
有
り
、
而
れ
ど
も
匡
無
し
。
補
抄
の

二
十
一
よ
り
二
十
五
に
至
る
ま
で
、「
編
年
」〔
の
下
〕
に
て
空
格
、「
綱
目
」
の

二
字
無
し
。
補
刊
の
影
宋
本
は
、
卷
第
銜
接
し
て
下
り
、
行
款
は
俱
に
同
じ
。
前

に
目
錄
無
し
。
卷
二
十
六
よ
り
二
十
九
に
至
る
ま
で
は
徽
宗
と
爲
し
、
卷
三
十
を

欽
宗
と
爲
し
、
首
行
「
九
朝
編
年
備
要
卷
第
幾
」
と
題
し
て
、
卷
尾
も
同
じ
。
惟

だ
欽
宗
は
每
首
行
に
「
凡
幾
年
」
無
し
。
宋
諱
、「
匡
」「
義
」「
貞
」「
勗
」「
桓
」

「
構
」「
購
」「
愼
」
等
の
字
を
避
く
。「
二
酉
齋
藏
書
」「
士
禮
居
」「
丕
烈
」「
蕘
圃
」

「

源
眞
賞
」【
俱
に
篆
書
朱
文
】、「
嚴
蔚う

つ

」「
汪
印
士
鍾
」【
俱
に
篆
書
白

】
等

の
記
有
り
。

目
錄
（
引
用
諸
書
）

皇
朝
國
史
紀
志
列
傳

皇
朝
實
錄

皇
朝
會
要

續
會
要

稽
古
錄　
　
　
　
　
　

司
馬

正
公

續
通
鑑　
　
　
　
　
　

李
侍
郞
燾

國
紀　
　
　
　
　
　
　

徐
侍
郞
度

中
興
小
曆　
　
　
　
　

熊
舍
人
克

九
朝
通
略（

6
）　

　
　
　
　

前
人

東
都
事
略　
　
　
　
　

王
公

丙
申
錄　
　
　
　
　
　

李
公
丙

丁
未
錄　
　
　
　
　
　

前
人

十
朝
綱
要　
　
　
　
　

李
左
史
𡌴

十
朝
政
要　
　
　
　
　

蔡
尚
書
幼
榮マ
マ

（
學
）

開
基
事
略マ
マ

（
要
）　
　　

陳
侍
郞
傅
良

建
炎
以
來
繫
年
錄　
　

李
祕
讀
心
傳

經
濟
錄　
　
　
　
　
　

趙
丞
相
汝
愚

長
編
紀
事
本
末　
　
　

楊
公
仲
良

三
朝
北
盟
會
編　
　
　

徐
參
議
夢
莘
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八
朝
名
臣
言
行
錄　
　

朱
文
公
熹

中
興
紀
事
本
末　
　
　

學
士
院
進

右
の
諸
書
の
外
、
他
に
旁
參
互
證
の
者
有
れ
ど
も
盡
く
は
錄
せ
ず
。

　

重
修
毘
陵
志
三
十
卷（

7
）

宋
咸
淳
刊
初
印
本
。
卷
七
よ
り
二
十
に
至
ま
で
を
存
し
、
仍な

ほ
抄
補
有
り
。
左

右
雙
邊
、
每
半
葉
九
行
、
每
〔
行
〕
大
小
俱
に
二
十
字
。
首
行
「
重
修
毘
陵
志
卷

第
幾
」
と
題
す
。
卷
尾
同
じ
き
も
、
惟
だ
隔
つ
る
こ
と
一
行
よ
り
三
行
に
至
り
不

等
、
或
い
は
直
ち
に
正

に
接
す
。
板
心
の
上
に
字
數
を
記
し
、
魚
尾
の
下
に
書

名
を
標
し
、
下
魚
尾
の
下
に
葉
數
を
記
す
。
題
跋
は
後
の
如
し（

8
）。

卷
十
二
は
、
一
（
第
一
葉
）
よ
り
四
に
至
る
ま
で
を
存
し
て
下
は
缺
く
。
末

葉
の
板
心
に

痕
有
り
。
特た

だ
趙
氏
の
重
刊
本
已
に
補
完
す
る
や
否
や
を
知

ら
ず
。〔
卷
十
三
、
十
三
葉
の
〕
藥
の
屬
を
〔
缺
く
〕（

9
）

趙
氏（
10
）の
『
亦
有
生
齋

集
』
卷
七
を
閱
す
る
に
、
是
の
書
の
跋
有
り
て
甚

だ
詳
し
く
、錄
し
て
後
に
附
す
。
又
續
集
卷
四
に
「
重
刻
毘
陵
志
跋
」
有
り
。

重
刻
本
、
之
を
求
む
る
こ
と
數
年
な
れ
ど
も
得
ず
【
此
れ
陸
氏
の
筆
、
下
跋

の
旁
ら
に
批
す（
11
）】。

是
の
本
の
紙
墨
行
款
、
余
の
見
る
所
の
士
禮
居
藏
の
宋
栞
本
『
中
興
館
閣
錄

續
錄
』
と
同
じ
。
惜
し
む
ら
く
は
前
に
六
卷
を
闕
き
、
從よ

り
て
其
の
原
始
を

考
ふ
る
こ
と
無
し
。
志
中
の
秩
官
の
人
物
は
皆
咸
淳
の
年
に
截
止
す
。
故
に

定
め
て
咸
淳
毘
陵
志
と
爲
す
。
其
の
「
重
修
」
と
曰
ふ
者
は
、
考
ふ
る
に
馬

端
臨
の
〔『
文
獻
通
考
』〕「
經
籍
志
」
史
部
に
「
毘
陵
志
十
二
卷
、鄒
補
之
撰
」

と
有
り
。
此
の
書
は
七
卷
よ
り
十
九
卷
に
至
る
ま
で
を
存
し
、
末
一
卷
（
の

板
心
と
尾
題
の
卷
次
）
は
乃
ち
二
十
以
下
の
字
を

去
し
、
以
て
配
し
足
す

者
な
り
。
是
の
書
は
當
に
二
十
幾
卷
有
る
べ
し
。
其
の
十
二
卷
に
據
り
て
重

修
す
る
者
爲た

る
こ
と
、
當
に
知
る
べ
き
な
り
。「
經
籍
志
」
旣
に
載
せ
ず
、

他
も
亦
た
罕
見
、
宜
し
く
之
を
珍
と
す
べ
し
。

　
　

丁
卯
十
一
月
翰
■
記
す
【
以
上
、
俱
に
首
册
の
副
葉
に
在
り（
12
）】。

鄒
補
之
は
州
學
の
敎
授
。
淳
熙
十
四
年
八
月
滿
【
卷
九
に
在
り（
13
）】。

武
經
七
書（
14
）

宋
槧
宋
印
本
。
左
右
雙
邊
、
每
半
葉
十
行
、
每
行
二
十
字
。
前
に
總
目
有
り
。

凡
そ
『
孫
子
』
上
中
下
三
卷
、『
吳
子
』
上
下
二
卷
、『
司
馬
法
』
上
中
下
三
卷
、『
唐

太
宗
李
衞
公
問
對
』
上
中
下
三
卷
、『
尉う

つ

繚
子
』
五
卷
、『
黃
石
公
三
略
』
上
中
下

三
卷
、『
六り
く
た
う韜
』
六
卷
。
每
種
の
首
行
「
某
書
卷
幾
」
と
題
し
、尾
も
同
じ
。『
六
韜
』

内
の
子
目
は
低
五
格
或
い
は
四
格
。
板
心
の
上
に
字
數
を
記
す
。
魚
尾
下
に
本
書

名
竝
び
に
次
第
を
標
し
、
節
せ
ず
し
て
中
に
葉
數
を
記
す
。
下
に
刻
工
姓
名
を
記

し
、「
吳
榮
〔
二
〕」「
求
」「
施
〔
昌
〕」「
白
（
石
）」「
云
（
朱
云
）」「
弓
」「

」

「
用
」「
汪
萼
（
汪
彥
）」「
金
嵩
」
等
の
如
し（
15
）。「
禮
部
官
書（
16
）」、「
泰
峰
」【
俱
に

篆
書
朱

】、「
郁
印
松
年
」「
汪
印
士
鍾
」【
俱
に
篆
書
白

】
の
諸
記
有
り
。

李
太
白

集
三
十
卷（
17
）

宋
蜀
刻
本
。
每
半
葉
十
一
行
、
大
小
二
十
字
、
小
字
は
雙
行
約
二
格
も
て
三
字

に
作
る
。
左
右
雙
邊
。
首
行
「
李
太
白

集
卷
第
幾
」
と
題
す
。
各
卷
の
後
、
一

行
を
隔
て
題
款
同
じ
。
前
に
目
錄
有
り
。
目
は
低
三
字
。
卷
一
は
李
陽
冰
「
草
堂

集
序
」、
前
進
士
魏
顥か
う

「
李
翰
林
集
序
」、
樂
史
「
李
翰
林
別
集
序
」、
李
華
「
翰
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七
六

林
學
士
李
君
墓
誌
」、
劉
全
白
「
翰
林
學
士
李
君
碣
記
」、
范
傳
正
「
翰
林
學
士
李

公
新
墓
碑
」、
裴
敬
「
翰
林
學
士
李
公
墓
碑
」
と
爲
す
。
卷
二
よ
り
卷
二
十
四
に

至
る
ま
で
は
歌
詩
と
爲
す
。
卷
二
十
五
以
下
は

と
爲
す
。
前
に
目
有
り
、
竝
び

に
「
學
士
贈
右
拾
遺
李
白
【
李
白
の
二
字
は
跳
行
】」
と
題
す
。
卷
末
に
「
李
太

白

集
後
序
」
有
り
て
、「
夏
五
月
晦
常
山
宋
敏
求
題
」、「
南
豐
曾
鞏
序
」、「
元

豐
三
年
（
一
〇
八
〇
）
夏
四
月
信
安
毛
衞マ

マ
（
漸
）
校
正
敬マ
マ
（
謹
）
題
」
を
■マ
マ

次
し
、

俱
に
聯
屬
す
。
魚
尾
は
「
李
幾
」
に
作
り
、目
は
「
李
目
」
に
作
り
、後
序
は
「
後

序
」
に
作
る
。
宋
諱
、「
玄
」「
絃
」「
敬
」「
警
」「
驚
」「
弘
」「
殷
」「
匡
」「
鏡
」

「
竟
」「
胤
」「
貞
」「

（
赬
）」「
徵
」「
樹
」「
讓
」「
桓
」
等
の
字
を
避
く（
18
）。
收

藏
圖
記
は
紀し
る

す
を
漏
ら
す
。

王
右
丞

集
十
卷（
19
）

南
宋
本
。
每
半
葉
十
一
行
、
每
行
大
十
九
字
よ
り
二
十
二
字
に
至
り
不
等
。
小

字
雙
行
。
左
右
雙
邊
。
前
に
目
錄
十
二
葉
有
り
。
每
卷
の
首
行
は
「
王
右
丞

集

卷
第
幾
」
と
題
し
、
卷
尾
は
一
行
を
隔
て
題
同
じ
。
卷
一
の
第
三
行
、
卷
二
よ
り

卷
四
に
至
る
ま
で
の
次
行
は
、銜
名
「
尙
書
右
丞
贈
祕
書
監
王
維
」
と
題
す
。「
王
」

の
下
は
空
一
格
、「
維
」
の
下
は
空
四
格
、
或
い
は
一
、
二
格
不
等
。
卷
三
以
下

は
俱
に
連
接
し
、
卷
四
、
卷
五
は
正

に
直
接
す
。
尾
及
び
首
行
の
題
字
竝
び
に

銜
名
は
俱
に
略
す
。
蓋
し
唐
の
卷
子
よ
り
出
で
ん
。
板
心
の
上
に
字
數
を
紀
し
、

魚
尾
の
下
「
王
詩
幾
」、「
王
集
幾
」
或
い
は
「

集
幾
」。
下
魚
尾
の
上
に
葉
數

を
紀
し
、下
に
刻
工
姓
名
を
紀
し
、「
茂
」「
吳
」「
先
」「
通
」「
官
信
」「
發
」「
洪
」

「
王
」「
徐マ

マ

（
余
）
彥
」「
阮
光
」「
官
先
」「
祥
」「
信
」「
俊
」
等
の
如
し
。
徐
乾

學
の
「
乾
學
之
印
」「
健
菴
」、
季
振
宜
の
「
季
振
宜
字

兮
號
滄
葦
」「
季
振
宜

藏
書
」「
振
宜
之
印
」、
黃
丕
烈
の
「
百
宋
一
廛
」「
黄
丕
烈
印
」「
復
翁
」「
蕘
圃

過
眼
」「
士
禮
居
」「
蕘
圃
卅
年
精
力
所
聚
」、汪
士
鍾
の
「
平
陽
汪
氏
藏
書
印
」「
汪

士
鍾
印
」「

源
眞
賞
」、「
秋
浦
」「
憲
奎
」（
淸
の
汪
憲
奎
）、「
張
■
私
印
」、「
李

銘
私
印
」「
省
■（
20
）」、「
謙
牧
堂
藏
書
記
」（
淸
の
揆
叙
）、「
賞
奇
閣
閱
」、「
顧
千

里
以
字
行
」（
淸
の
顧
廣
圻
）、「
有
竹
居
」（
明
の
沈
貞
吉
）
の
諸
記
有
り
。
卷
六

の
後
空
行
に
し
て
識
語
四
行
零
二
字
有
り
下
の
如
し
【
每
行
十
五
字
】。

韋
蘇
州
の
詩
は
韻
高
く
し
て
氣
淸
し
。王
右
丞
の
詩
は
格
老
に
し
て
味
長
し
。

皆
五
言
の
宗
匠
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
互
ひ
に
得
失
有
る
も
、
優
劣
無
か
ら
ず
。

標
韻
を
以
て
之
を
觀
れ
ば
、
右
丞
は
遠
く
蘇
州
に
逮お

よ

ば
ず
。
其
の
詞
の
迫
切

せ
ず
し
て
味
の
甚
だ
長
き
に
至
り
て
は
、蘇
州
と
雖
も
亦
た
及
ば
ざ
る
な
り
。

吳
郡
袁え

ん
け
い褧
曾
て
觀
る
【
卷
四
・
五
の
欄
外
】

泰
興
の
季
振
宜
滄
葦
氏
珍
藏
【
卷
十
末
葉
の
欄
外
】

此
の
麻
沙
宋
刻
の
王
右
丞
詩

全
集
〔
十
卷
〕
は
、
道
光
丙
戌
歲
（
六
年
、

一
八
二
六
）、
藝
芸う

ん

主
人
（
汪
士
鍾
）
よ
り
借
り
出
だ
し
一
部
を
影
寫
す
。

復ま

た
徧あ
ま
ねく
他
本
を
取
り
、
其
の
得
失
を
勘か
ん
がふ
る
に
、
宋
刻
と
雖
も
亦
た
誤
り

有
り
。
而
れ
ど
も
以
後
の
妄
改
に
似
ず
、
究
め
て
第
一
と
爲
す
な
り
。
遂
に

數
語
を
帙
端
に
題
す
。
餘
の

は
繁
く
し
て
具
に
は
出
さ
ず
。
思
適
居
士
顧

千
里
【
卷
一
副
葉
】

第
六
卷
第
二
首
の
「
出
塞
作
」、
一
行
、
計
二
十
一
字
を
脫
す
。
今
、
時
刻

に
據マ

マ

（
据
）
り
、「
馬
、
秋
日
平
原
好
射
雕
、
護
羌
校
尉
朝
乘
障
、
破
虜
將

軍
夜
渡
遼マ
マ

」
を
補
ふ
。
此
れ
宋
刻
の
〔
誤
り
の
〕
掩
ふ
べ
か
ら
ざ
る
者（
21
）。

　
　

  
辛
酉
（
嘉
慶
六
年
、
一
八
〇
一
）
秋
孟　
　
　
　

蕘
圃
氏
丕
烈
識
す
。

【
卷
六
副
葉
】



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
一
號

七
七

此
の
宋
刻
王
右
丞

集
十
卷
二
册
は
、
頃
ち
か
ご
ろ

余
の
友
の
陶
蘊
輝
（
書
賈
の
陶

珠
琳
）、
都
中
よ
り
寄
せ
來
り
て
之
を
得
る
者
な
り
。
是
れ
よ
り
先
、
蘊
輝

の
蘇
に
在
り
し
時
、余
は
與と

も

に
古
書
を
商
搉
し
、『
讀
書
敏
求
記
』
の
中
の
物
、

須
か
ら
く
我
が
爲
に
之
を
購
ふ
べ
し
、
と
謂
ふ
。
今
茲
八
月
中
旬
、
人
の
北

よ
り
來
た
る
者
有
り
て
、
我
に
三
種
の
書
を
寄
す
。
此
の
本
よ
り
外
、
尙
ほ

元
刻
の『
許
丁
卯
集
』及
び
宋
刻
小
字
本『
說

』有
り
。
來
札
に
云
ふ
、「『
王

右
丞

集
』
は
卽
ち
所
謂
る
『
山
中
一
半
雨
』
本
。『
許
丁
卯
集
』
は
卽
ち

所
謂
る
『
較
宋
版
多
詩
幾
大
半
（
宋
版
に
較
ぶ
る
に
詩
多
き
こ
と
幾
ど
大
半

の
）』
本
な
り（
22
）」
と
。
見
る
べ
し
、
心
を
留
め
搜マ
マ

（
蒐
）
訪
し
、
竟
に
也
是

翁
の
書
（
淸
の
錢
遵
王
の
『
讀
書
敏
求
記
』）
を
熟
讀
し
以
て
左
劵
と
爲
し
、

而
し
て
余
が
託
に
負そ

む

か
ざ
る
を
。惜
し
む
ら
く
は
物
主
の
奇
に
居
る
を
以
て
、

必
ず
『
說

』
と
竝
び
售
ら
ん
と
し
、
値マ
マ

（
直あ
た
ひ）
白
金
百
二
を
索も
と

む
。
而
れ

ど
も
余
は
又
た
『
說

』
は
已
に
一
部
を
置
く
を
以
て
、
復
た
重
出
せ
ず
。

書
を
作
り
之
に
復
し
、
許
す
に
二
十
六
金
を
以
て
し
、
此
の
兩
書
を
得
ん
と

す
。
札
の
往
返
再
三
に
し
て
、
竟
に
能
く
願
ひ
の
如
く
す
。
特た

だ
に
余
の
書

を
得
る
の
福
に
幸
ひ
す
る
の
み
な
ら
ず
、
亦
た
重
く
余
が
友
の
購
書
の
力
に

感
ず
る
な
り
。
此
の
書
の
「
山
中
一
半
の
雨
」
に
作
る
の
本
、
尙
ほ
劉
須
溪

評
點
の
元
刻
を
見
る
も
、
止
だ
詩
六
卷
の
み
。
周
香
巖
家
（
周
錫
瓚
）
に
藏

せ
ら
る
。
香
巖
又
た
何
義
門
の
校
宋
本
を
藏
す
。
亦
た
止た

だ
詩
の
み
に
し
て

無
し
。
同
じ
く
傳
是
樓
（
淸
の
徐
乾
學
）
に
出
づ
る
と
雖
も
、
而
れ
ど
も

敍
次
紊
亂
し
、
字
句
同
じ
か
ら
ず
、
一
本
に
非
ず
。
十
月
十
三
日
、
毛
二

榕
坪（
23
）竝
び
に
余
の
爲
に
言
ふ
、
向さ
き

に
桐
鄕
の
全マ
マ

（
金
）
氏
（
金
德
與
）
の

本
を
見
る
に
、
板
刻
差や
や

大
に
し
て
、
詩
中
亦
た
「
山
中
一
半
の
雨
」
に
作
る

も
、

は
則
ち
有
る
こ
と
無
き
な
り
、
と
。
此
れ
と
更
に
一
本
に
非
ず
。

益ま
す
ま
す

此
の
刻
の
最
善
な
る
を
見
る
。
而
し
て
余
の
所
藏
、
抑そ
も
そも
或マ
マ

い
は
（
何

ぞ
）
幸
ひ
な
る
か
。
客
去
り
書
を
携
へ
架
に
插
し
、卽
ち
數
語
を
尾
に
跋
す
。

蕘
圃
黄
丕
烈
識
す
。

嘉
慶
癸
酉
（
十
八
年
、一
八
一
三
）
中
秋
の
後
八
日
、
偶

た
ま
た
ま

五
柳
居
（
陶
珠
琳
）

に
過よ

ぎ
り
、
新
た
に
無
錫
の
人
よ
り
元
刻
の
劉
須
溪
評
點
『
王
右
丞
詩
』
を

買
い
得
た
る
を
知
り
、
卽
ち
借
り
歸
り
て
宋
刻
と
對
す
。
其
の
序
次
悉
く
同

じ
。
之
を
購
は
ん
と
擬ほ

つ

す
る
も
、
未
だ
許
す
や
否
や
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
廿

四
日
、
復
翁
記
す
。

古
靈
先
生

集
二
十
五
卷（
24
）

宋
の
贛か
ん

州
刊
本
、
元
修
本
。
每
半
葉
十
行
、
大
小
均
し
く
十
八
字
。
左
右
雙
邊
。

前
に
目
錄
二
十
三
葉
有
り
。
李
（
李
綱
）
序
を
補
鈔
す
。
每
卷
、
分
目
有
り
て
、

正

に
接
す
。
首
行
「
古
靈
先
生

集
卷
第
幾
」
と
題
す
。
尾
同
じ
く
し
て
、
隔

つ
る
こ
と
數
行
不
等
。
卷
末
に
行
狀
・
誌
銘
等
六
篇
及
び
神
宗
卽
位
便
遼
語
錄
を

附
す
。
板
心
上
に
字
數
を
紀
し
、
魚
尾
の
下
「
古
靈
集
幾
」、
下
魚
尾
の
下
に
葉

數
竝
び
に
刻
工
姓
名
を
紀
し
、「
魏
」「
葛

」「
楊
享
」「
君
」「
黃
太
」「
盧
老
」

等
の
如
し
。
宋
諱
は
、「
玄
」「
畜
」「
泫
」「
恒
」「
耿
」「
徵
」「
讓
」「
樹
」「
桓
」

「
媾
」「
愼
」「
敦
」「
擴
」「
馴
」
等
の
字
を
避
く
。
跋
竝
び
に
「
吳
騫
拜
經
樓
」「
吳

氏
藏
書
」「
甲
」「
宋
本
」「
事
學
鍾
離
存
義

書
求
宛
委
續
餘
編
」「
■
■
公
孫
翰

題
印
長
壽（
25
）」「
小
桐
谿
上
人
家
」「
天
水
」「
露
鈔
雪
購
」「
鷦
安
校
勘
祕
籍
」【
俱

に
篆
書
朱

】
の
諸
記
有
り
。
跋
有
り
。

是
の
書
の
缺
筆
に
「
擴
」
字
有
り
。
當
に
是
れ
理
宗
以
後
の
刊
な
る
べ
し
【
宋



董
康
『
書
舶
庸
譚
』
九
卷
本
譯
注
（
八
）

七
八

本
に
改
め
ら
れ
た
る
に
往
往
此
れ
有
り
】。
字
畫
遒
勁
。
是
れ
南
宋
槧
本
の
致
精

な
る
者
。
目
錄
第
四
に
「
贈
剡
縣
過
頊
祕
丞
」
有
り
て
、「
頊
（
神
宗
の
諱
）」
字

は
缺
筆
の
書
に
作
ら
ず
、
竟
に
「
神
宗
廟
諱
」
の
四
字
に
作
る
。
是
れ
稿
本
の
原

に
據
る
な
り
。

殘
本
周
益

忠
公
集
四
十
册（
26
）

宋
寧
宗
以
後
の
刊
本
。
每
半
葉
十
行
、
大
小
俱
に
十
六
字
。
左
右
雙
邊
。『
省

齋

』
の
目
錄
兩
册
、
卷
一
よ
り
卷
八
に
至
る
ま
で
、
卷
二
十
八
よ
り
卷

三
十
六
に
至
る
ま
で
、『
平
園
續

』
の
序
【
徐
誼
】
目
、
卷
一
よ
り
卷
十
五
に

至
る
ま
で
、
卷
二
十
〔
七（
27
）〕
よ
り
卷
三
十
に
至
る
ま
で
、
卷
三
十
六
よ
り
卷

四
十
に
至
る
ま
で
、『
玉
堂
類

』
の
卷
六
よ
り
卷
八
に
至
る
ま
で
、
卷
十
一
よ

り
卷
十
三
に
至
る
ま
で
、『
歷
官
表
奏
』
の
目
錄
二
十
六
葉
、
卷
一
よ
り
卷
五
に

至
る
ま
で
、
卷
十
よ
り
卷
十
二
に
至
る
ま
で
、『
承
明
集
』
の
目
錄
兩
葉
、
卷
一

よ
り
卷
六
に
至
る
ま
で
、『
書
稿
』
の
卷
五
、卷
九
よ
り
卷
十
一
に
至
る
ま
で
、「
附

錄
」
五
卷
【
前
缺
八
葉
】、
共
に
七
十
卷
を
存
す
。
每
卷
の
首
行
、
類
目
は
上
に

在
り
、
總
目
は
下
に
在
り
。「
省
齋

卷
第
一
■
■
（
空
二
格
）
周
益

忠
公

集
一
」
の
類
の
如
し
。
卷
尾
の
題
は
首
行
に
同
じ
。
板
心
の
上
に
字
數
を
紀
し
、

魚
尾
の
下
に
「
某
種
幾
」、下
魚
尾
の
下
に
葉
數
竝
び
に
刻
姓
名
を
紀
す
。「
胡
昌
」

「
胡
彥
」「
鄧
振
昌
」「
胡
元
」「
蔡
懋
」「
恩
懋
」「
劉
宗
」
等
の
如
し
。
宋
諱
は
、「
懸
」

「
徵
」「
樹
」「
愼
」「
廓
」
等
の
字
を
避
く
。
汪
士
鍾
の
「
汪
士
鍾
印
」「
三
十
五

峰
園
主
人
」「
趙
宋
本
」
の
諸
記
有
り
。

慶
元
條
法
事
類
三
十
六
卷（
28
）

抄
本
。
余
、
淸
季
に
法
律
館
に
提
調
す
る
の
時
に
於
い
て
、
曾
て
罟こ

里り

（
江
蘇

省
常
熟
市
）
の
瞿
氏
（
鐵
琴
銅
劍
樓
主
の
瞿
啓
甲
）
藏
す
る
明
抄
本
を
借
錄
し
、

諸こ
れ

を
剞

に
附
す
も
、
改
革
に
値
ふ
に
因
り
て
、
中
ご
ろ
に
輟や

め
今
に
至
り
、
懷
こ
こ
ろ

に
耿
耿
た
り
（
氣
に
掛
か
る
）。
此
の
閒
に
も
亦
た
是
の
書
有
り
。
疑
ふ
ら
く
は

亦
た
瞿
氏
本
よ
り
出
づ
る
な
ら
ん
。
卷
首
に
提
要
一
則
有
り
。
何
人
の
作
る
所
な

る
か
を
知
ら
ざ
る
も
之
を
存
す（
29
）

慶
元
條
法
事
類
八
十
卷
、
首
卷
缺
佚
し
、
未
だ
撰
人
の
姓
氏
を
詳
ら
か
に

せ
ず
。『
直
齋
書
錄
解
題
』（
南
宋
の
陳
振
孫
の
撰
）
に
據
る
に
、「
嘉
泰
條

法
事
類
八
十
卷
、
宰
相
の
天
台
の
謝
深
甫
子
肅
等
、
嘉
泰
二
年
、
表
し
上
る
」

と
有
れ
ば
、
則
ち
此
れ
謝
深
甫
の
監
脩
（
修
）
の
書
爲
る
こ
と
疑
ふ
べ
き
者

無
し
。
振
孫
又
た
云
ふ
、「
初
め
吏
部
七
司
に
『
條
法
總
類
』
有
り
。『
淳
熙

新
書
』
旣
に
成
り
、
孝
宗
詔
し
て
七
司
體
に
倣
ひ
、
分
門
修
纂
し
て
、
別
に

一
書
を
爲つ

く

り
、
事
類
を
以
て
名
と
爲
さ
し
む
。
是
に
至
り
『
慶
元
新
書
』
を

以
て
修
定
頒
降
し
、
檢
閱
に
便
を
得
し
む
」
と
。
蓋
し
其
の
詔
を
奉
ず
る
の

時
を
擧
ぐ
れ
ば
、
則
ち
慶
元
と
曰
ひ
、
而
し
て
其
の
成
書
の
日
に
据よ

（
據
）

れ
ば
、
則
ち
嘉
泰
と
曰
ふ
な
ら
ん
。『
宋
史
』
寧
宗
本
紀
を
攷
ふ
る
に
、
慶

元
四
年
（
一
一
九
八
）
九
月
丁
未
、『
慶
元
重
脩
（
修
）
敕
令
格
式
』
を
頒
つ
。

又
た
嘉
泰
二
年
（
一
二
〇
二
）
八
月
甲
午
、
謝
深
甫
等
『
慶
元
條
法
事
類
』

を
上
る
。
三
年
七
月
辛
未
、『
慶
元
條
法
事
類
』
を
頒
つ
。
史

に
据
（
據
）

れ
ば
、
正
に
當
に
名
づ
け
て
慶
元
と
爲
す
べ
し
。
故
に
『
玉
海
』
に
「
慶
元

脩
敕
令
格
式
附
條
法
事
類
」
を
載
せ
て
云
ふ
、「
嘉
泰
二
年
八
月
二
十
三
日
、

『
慶
元
條
法
事
類
』
四
百
三
十
七
卷
を
上
る
。
書
目
に
云
ふ
八
十
卷
」
と
。

其
の
云
ふ
所
の
「
書
目
」
な
る
者
は
、『
館
閣
書
目
』
な
り
。
然
ら
ば
則
ち



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
一
號

七
九

八
十
卷
な
る
者
は
、
又
た
原
脩
（
修
）
の
書
に
非
ず
。
陳
氏
の
改
め
て
嘉
泰

と
爲
す
は
、
其
の
中
、
故
無
き
能
は
ざ
る
に
似
た
り
。
其
の
一
書
と
爲
す
に

至
り
て
は
、
則
ち
固も

と

よ
り
疑
ふ
べ
き
無
し
。
其
の
闕
卷
は
、
卷
一
、
卷
二
及

び
卷
三
首
數
葉
、
卷
十
八
よ
り
二
十
七
に
至
る
ま
で
、
卷
三
十
三
よ
り

三
十
五
に
至
る
ま
で
、
卷
三
十
八
よ
り
四
十
六
に
至
る
ま
で
、
卷
五
十
三
よ

り
七
十
二
に
至
る
ま
で
、
凡
そ
四
十
二
卷（
30
）。
然
れ
ど
も
一
代
の
典
制
、
賴

り
て
以
て
考
ふ
べ
き
者
尙
ほ
多
し
。『
玉
海
』
載
す
「
建
隆
考
課
令
」
の
如

き
は
、四
善
四
最
有
り
て
、而
れ
ど
も
四
最
は
僅
か
に
其
の
三
有
る
の
み
。『
事

類
』
に
據
れ
ば
、
則
ち
仍
ほ
氏
籍
增
益
し
、
丁
を
進
め
て
老
に
入
る
を
「
生

齒
之
（
云
）
最
」
と
爲
す
こ
と
有
り
。
其
の
餘
の
十
科
の
薦
擧
の
令
の
如
き

は
、則
ち
紹
興
三
年
（
一
一
三
三
）
の
三
省
樞
密
院
の
請
に
本
づ
き
、復
（
後
）

た
元
祐
の
司
馬
光
の
請
ふ
所
の
法
を
擧
行
す
る
こ
と
、『
宋
史
』
選
擧
志
に

見
ゆ
。
武
臣
薦
擧
の
格
は
、
則
ち
之
を
隆
興
元
年
（
一
一
六
三
）
正
月
一
日

の
三
省
樞
密
院
の
奏
す
る
所
に
本
づ
く
こ
と
、『
玉
海
』
銓
選
類
に
見
ゆ
。

蓋
し
沿
革
損
益
、
時
に
差し

池ち

有
り
と
雖
も
、
而
れ
ど
も
宏
綱
細
目
は
、
正
に

復
た
脈
縷
、
之
を
尋
ね
存
す
べ
し
。
自
づ
か
ら
以
て
史
志
の
闕
に
裨
す
る
に

足
る
。
其
の
卷
尾
に
『
開
禧
重
脩
（
修
）
尙
書
吏
部
侍
郞
右
選
格
』
二
卷
を

附
す
る
に
至
り
て
は
、倫た

ぐ
ひな
ら
ざ
る
に
似
る
と
雖
も
、然
れ
ど
も
葉
盛
の
『

竹
堂
書
目
』
政
事
類（
31
）を
攷
ふ
る
に
、『
開
禧
吏
部
七
司
法
』
二
十
册
、『
慶

元
條
法
事
類
』
三
十
册
有
れ
ば
、
則
ち
兩
書
は
原も

と

自
づ
か
ら
統
行
す
。
故
に

寧
宗
本
紀
に
「
慶
元
二
年
十
一
月
乙
巳
、『
吏
部
七
司
法
』
を
重
修
せ
し
む
」、

「
開
禧
元
年
六
月
己
巳
、
陳
自
強
等
、『
新
脩
（
修
）
淳
熙
以
後
吏
部
七
司
法
』

を
上
る
」、「
開
禧
二
年
三
月
甲
午
、『
開
禧
重
脩
（
修
）
七
司
法
』
を
頒
つ
」

と
。
紀
の
言
ふ
所
の
如
く
ん
ば
、
則
ち
此
の
二
卷
は
、
又
た
陳
自
強
の
上
る

所
の
『
吏
部
七
司
法
』
爲た

り
。『
直
齋
書
錄
解
題
』
亦
た
「
嘉
定
吏
部
條
法

總
類
」
と
名
づ
く
。
因
り
て
『
四
庫
全
書
』
の
『
乾
道
臨
安
志
』
を
收
む
る

の
例
に
仿
ひ
、
之
を
著
し
て
以
て
其
の
書
の
厓
略
を
見し

め

す
と
云
ふ
。

（
1
）

宋
樓
な
ど
に
收
藏
し
た
淸
の
陸
心
源
舊
藏
書
の
購
入
價
格
は
、
董
康
が
刊
行
し

た
島
田
翰
『

宋
樓
藏
書
源
流
攷
』
に
よ
れ
ば
、「
値
を
需も
と

む
る
こ
と
甚
だ
昂た
か

く
、
始

め
五
十
萬
兩
と
號
し
、
次
に
三
十
五
萬
圓
と
稱
し
、
後
に
稍や
や

減
退
し
て
二
十
五
萬
圓
に

至
る
。
…
…
遂
に
訂
議
し
て
十
萬
圓
と
爲
す
」
と
あ
る
。
ま
た
『
靜
嘉
堂

庫
宋
元
版

圖
錄
』（
靜
嘉
堂

庫
、
平
成
四
年
四
月
、
解
題
篇
頁
一
三
八
）
の
米
山
寅
太
郞
「
靜

嘉
堂

庫
の
沿
革
」
に
は
、「
代
價
は
、
初
め
樹
藩
（
筆
者
注

：

陸
心
源
の
長
子
）
が

五
十
萬
元
を
求
め
た
が
遞
減
し
、
結
局
十
二
萬
圓
で
あ
っ
た
」
と
あ
る
。
な
お
、
そ
の

數
は
「
四
一
七
二
部　

四
三
九
九
六
册
」（
同
書
頁
一
三
六
）
で
あ
り
、
靜
嘉
堂

庫

の
漢
籍
收
藏
を
大
い
に
充
實
さ
せ
た
。

（
2
）
長
澤
規
矩
也
氏
は
、
大
正
十
五
年
六
月
か
ら
昭
和
十
四
年
四
月
ま
で
靜
嘉
堂

庫

の
囑
託
の
任
に
あ
っ
た
（
長
澤
規
矩
也
著
『
古
書
の
は
な
し
―
書
誌
學
入
門
―
』、
冨

山
房
、
昭
和
五
十
六
年
六
月
再
訂
、
頁
一
六
三
・
一
七
〇
）。

（
3
）
本
書
は
宋
代
の
歷
史
書
。
本
版
は
、『
靜
嘉
堂

庫
宋
元
版
圖
錄
』（
本

前
掲
）
圖

版
篇
の
頁
八
四
―
八
六
に
書
影
が
掲
載
さ
れ
、解
題
篇
の
頁
二
四
・
二
五
に
書
名
を「
皇

朝
編
年
綱
目
備
要
」
と
し
て
著
錄
さ
れ
る
。
解
題
篇
は
、「
宋
九
朝
編
年
備
要
」
の
別

書
名
を
擧
げ
、「
三
〇
卷
首
目
一
卷　

宋
陳
均
撰　

南
宋
末
刊
（
抄
補
）　

三
〇
册
」
と

記
す
。
重
要

化
財
指
定
。
昭
和
十
一
年
に
『
靜
嘉
堂
祕

』
の
一
つ
と
し
て
影
印
出

版
さ
れ
（
解
題
は
長
澤
規
矩
也
氏
の
撰
、
後
に
『
長
澤
規
矩
也
著
作
集
』
第
九
卷
、
汲

古
書
院
、
一
九
八
五
年
一
二
月
、
頁
四
〇
八
・
四
〇
九
收
錄
）、
再
覆
製
本
も
あ
る
（
韓

國

山
市
、
必
峰

化
社
、
一
九
九
二
年
一
二
月
）。
尾
崎
康
氏
「
日
本
現
存
宋
元
版
解

題
史
部
（
上
）」（「
斯
道

庫
論
集
」
第
二
七
號
、
一
九
九
二
年
、
頁
二
五
四
・

二
五
五
）
に
も
解
說
が
あ
る
。
ま
た
陸
心
源
の
『

宋
樓
藏
書
志
』（
以
下
、
陸
志
と

略
稱
）
卷
二
一
・『
儀
顧
堂
題
跋
』（
以
下
、
陸
跋
と
略
稱
）
卷
三
「
宋
版
宋
朝
編
年
綱

目
備
要
跋
」
參
照
。
な
お
上
海
圖
書
館
所
藏
の
本
書
の
宋
版
は
、董
康
が
「
嗣
出
の
者
」

と
い
う
重
刻
の
別
本
に
相
當
し
、
正

書
題
を
「
皇
朝
編
年
□
□
（
空
二
格
）
備
要
卷

第
幾
」
に
作
り
、
小
字
の
行
格
が
二
十
三
字
に
な
っ
て
い
る
。
汪
士
鍾
に
よ
る
卷

二
十
六
以
下
の
補
抄
は
こ
の
版
本
に
依
據
し
た
も
の
で
あ
る
（『
上
海
圖
書
館
藏
宋
本

圖
錄
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
九
月
、
頁
一
九
〇
）。
上
海
圖
書
館
本
は
「
中



董
康
『
書
舶
庸
譚
』
九
卷
本
譯
注
（
八
）

八
〇

華
再
造
善
本
」
の
一
つ
と
し
て
影
印
さ
れ
た
（
北
京
圖
書
館
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
九

月
）。

（
4
）
二
箇
所
の
墨
丁
は
、
上
に
は
「
三
」、
下
に
は
「
六
」
が
入
る
（
影
印
本
に
よ
る
）。

（
5
）「
每
代
の
帝
王
は
頂
格
。
干
支
の
紀
年
は
橢
圓
白
文
」は
正

の
形
式
で
あ
っ
て
、「
目

錄
」
に
は
帝
王
名
が
空
一
格
に
な
っ
て
お
り
、
干
支
の
紀
年
は
な
い
。

（
6
）「
中
興
小
曆
」
と
「
九
朝
通
略
」
の
配
次
が
誤
っ
て
前
後
顚
倒
し
て
い
る
。

（
7
）『
毘
陵
志
』
は
、
董
康
の
故
鄕
で
あ
る
江
蘇
省
常
州
の
地
方
志
。
本
版
は
『
靜
嘉
堂

庫
宋
元
版
圖
錄
』
圖
版
篇
の
頁
一
一
四
―
一
一
五
に
書
影
が
掲
載
さ
れ
、
解
題
篇
の

頁
三
三
に
、「
重
修

陵
志　

存
一
四
卷
（
卷
七
―
一
九
・
二
四
）　

宋
史
能
之
撰　

宋

咸
淳
刊　

三
册
」
と
著
錄
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
尾
崎
康
氏
「
日
本
現
存
宋
元
版
解
題
史

部
（
下
）」（「
斯
道

庫
論
集
」
第
二
八
號
、
一
九
九
三
年
、
頁
四
五
）
に
も
解
說
が

あ
る
。
陸
志
卷
三
一
・
陸
跋
卷
四
「
宋
槧
咸
淳
毘
陵
志
跋
」
參
照
。
な
お
原
本
の
書
名

は
「
毘
」
を
「

」
に
作
る
。

（
8
）「
靜
嘉
堂

庫
所
藏　

宋
元
版
」
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
（
以
下
、
靜
嘉
堂
マ
イ
ク
ロ

と
略
稱
）
に
よ
る
と
、
以
下
の
四
條
の
題
跋
は
、
第
一
條
を
除
い
て
第
一
册
の
護
葉
に

錄
さ
れ
て
い
る
。

（
9
）
こ
の
一

は
、
第
二
册
の
護
葉
す
な
わ
ち
卷
十
二
本

の
前
葉
に
記
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
が
、『
靜
嘉
堂

庫
宋
元
版
圖
錄
』
解
題
篇
の
識
語
錄

の
中
に
見
え
な
い
。

董
康
の
錄

に
は
譌
脫
が
あ
っ
て
、
靜
嘉
堂
マ
イ
ク
ロ
に
よ
れ
ば
、
原
本
は
「
板
心
」

を
「
板
數
」
に
作
り
、「
補
完
」
の
下
は
一
格
を
空
け
て
「
卷
十
三
缺
十
三
葉
藥
之
屬
」

に
作
っ
て
い
る
。

（
10
）「
趙
氏
」
は
淸
の
趙
懷
玉
（
一
七
四
七
―
一
八
二
三
）
で
あ
る
。
靜
嘉
堂
マ
イ
ク
ロ

に
よ
れ
ば
、
原
本
は
「
趙
氏
」
で
は
な
く
、「
趙
味
辛
」
に
作
る
。「
味
辛
」
は
懷
玉
の

別
號
。
彼
は
嘉
慶
二
十
五
年
（
一
八
二
〇
）
に
『
重
修
毘
陵
志
』
を
重
刻
し
た
。

（
11
）『
靜
嘉
堂

庫
宋
元
版
圖
錄
』
解
題
篇
に
よ
れ
ば
、
こ
の
一

は
後
掲
の
跋
を
記
し

た
淸
の
唐
翰
題
の
追
記
で
あ
り
、「
陸
氏
」
す
な
わ
ち
陸
心
源
筆
の
批
（
書
き
入
れ
）

で
は
な
い
。
陸
心
源
の
手
批
は
、「
第
二
十
卷
是
第
二
十
四
卷

改
存
齋（
陸
心
源
別
號
）

識
」
と
い
う
も
の
で
、
唐
跋
「

去
」
か
ら
「
是
書
」
の
閒
の
旁
ら
に
書
き
込
ま
れ
て

い
る
。

（
12
）
靜
嘉
堂
マ
イ
ク
ロ
に
よ
れ
ば
、「
翰
」
字
下
の
墨
丁
は
「
題
」
字
と
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
尾
崎
康
氏
「
日
本
現
存
宋
元
版
解
題
史
部
（
下
）」
に
よ
れ
ば
、「
丁
卯
」
は
同
治

六
年
（
一
八
六
七
）
に
當
た
る
。
唐
翰
題
は
、淸
の
藏
書
家
で
嘉
興
（
浙
江
省
）
の
人
、

字
を
蕉
安
、
ま
た
鷦
安
と
い
う
。

（
13
）
靜
嘉
堂
マ
イ
ク
ロ
に
よ
れ
ば
、「
淳
熙
十
四
年
（
一
一
八
七
）」
は
誤
記
で
、「
淳
熙

十
五
（
一
一
八
八
）」
が
正
し
い
。
ま
た
董
康
は
「
卷
九
に
在
り
」
と
誤
っ
て
注
記
に
し
、

こ
の
跋
が
卷
九
に
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
誤
解
を
與
え
る
。
原
文
は「
見
卷
九
」

と
記
し
て
お
り
、
鄒
補
之
の
州
學
敎
授
の
官
歷
が
『
重
修
毘
陵
志
』
の
卷
九
に
見
え
る

こ
と
が
分
か
る
。

（
14
）
本
版
は
『
靜
嘉
堂

庫
宋
元
版
圖
錄
』
圖
版
篇
の
頁
一
二
三
に
書
影
が
掲
載
さ
れ
、

解
題
篇
の
頁
三
五
に
「
武
經
七
書　

二
五
卷　

南
宋
刊　

六
册
」
と
著
錄
さ
れ
て
い
る
。

民
國
二
十
四
年
（
一
九
三
五
）
商
務
印
書
館
か
ら
『
續
古
逸
叢
書
』
の
一
つ
と
し
て
影

印
さ
れ
、
後
に
『
四
部
叢
刊
續
編
』（
臺
灣
商
務
印
書
館
、
一
九
六
六
年
）
に
も
收
錄

さ
れ
た
。
陸
志
卷
四
二
（
各
書
分
出
著
錄
）・
陸
跋
卷
六
「
宋
刊
武
經
七
書
跋
」
參
照
。

（
15
）
刻
工
名
は
影
印
本
で
確
認
し
て
補
訂
し
た
。
董
康
が
列
記
し
た
う
ち
『
靜
嘉
堂

庫
宋
元
版
圖
錄
』
解
題
篇
に
見
え
る
の
は
「
金
嵩
」
だ
け
で
あ
る
。

（
16
）『
靜
嘉
堂

庫
宋
元
版
圖
錄
』
解
題
篇
は
「
禮
部
尙
書
」
と
す
る
。

（
17
）
本
版
は
「
詩
仙
」
と
し
て
知
ら
れ
る
李
白
の
最
古
の
詩
集
で
あ
り
、『
靜
嘉
堂

庫

宋
元
版
圖
錄
』
圖
版
篇
の
頁
二
一
〇
・
二
一
一
に
書
影
が
掲
載
さ
れ
、
解
題
篇
の
頁

五
九
に
「
李
太
白

集　

三
〇
卷
首
目
一
卷　

唐
李
白
撰　

南
宋
初
期
刊　

一
二
册
」

と
著
錄
さ
れ
て
い
る
。
重
要

化
財
指
定
。
一
九
五
八
年
一
〇
月
に
京
都
大
學
人

科

學
硏
究
所
か
ら
『
唐
代
研
究
の
し
お
り
』
第
九
『
李
白
の
作
品
』
と
し
て
縮
小
影
印
さ

れ
た
。
ま
た
二
〇
〇
六
年
二
月
に
汲
古
書
院
か
ら
『
古
典
硏
究
會
叢
書　

漢
籍
之
部
』

の
一
つ
と
し
て
米
山
寅
太
郞
・
高
橋
智
の
兩
氏
に
よ
る
解
題
を
附
し
て
影
印
さ
れ
た
。

陸
志
卷
六
八
・『
儀
顧
堂
集
』
卷
二
〇
「
北
宋
本
李
太
白

集
跋
」
參
照
。

（
18
）『
靜
嘉
堂

庫
宋
元
版
圖
錄
』
解
題
篇
は
、な
お
「
構
」（
南
宋
初
代
高
宗
の
諱
）「
搆
」

の
避
諱
字
も
擧
げ
る
。

（
19
）
本
版
は
『
靜
嘉
堂

庫
宋
元
版
圖
錄
』
図
版
篇
の
頁
二
一
五
・
二
一
六
に
書
影
が

掲
載
さ
れ
、
解
題
篇
の
頁
六
〇
に
「
王
右
丞

集　

一
〇
卷　

唐
王
維
撰　

南
宋
初
期

刊　

二
册
」
と
著
錄
さ
れ
て
い
る
。
重
要

化
財
指
定
。
靜
嘉
堂

庫
稀
覯
書
之
七
と

し
て
影
印
さ
れ
（
靜
嘉
堂

庫
、
一
九
七
七
年
七
月
）、
ま
た
『
古
典
硏
究
會
叢
書　

漢
籍
之
部
』（
米
山
寅
太
郞
解
題
、
高
橋
智
注
）
に
も
影
印
出
版
さ
れ
た
（
汲
古
書
院
、

二
〇
〇
五
年
九
月
）。
陸
志
卷
六
八
・
陸
跋
卷
一
〇
「
宋
本
王
右
丞
集
跋
」
參
照
。
な

お
「
右
丞
」
は
撰
者
で
あ
る
唐
の
山
水
詩
人
の
王
維
の
官
名
（
尙
書
右
丞
）。

（
20
）『
靜
嘉
堂

庫
宋
元
版
圖
錄
』
解
題
篇
と
影
印
本
に
よ
る
と
、「
張
■
私
印
」
の
墨

丁
は
「
欽
」（
張
欽
は
明
人
）、「
省
■
」
の
は
「
莫
」
で
あ
る
。
た
だ
し
後
者
は
『
古

典
硏
究
會
叢
書　

漢
籍
之
部
』
の
高
橋
智
氏
の
解
題
注
（
頁
三
五
四
）
は
「
芸
艸
」
と

す
る
。

（
21
）「
遼
」
は
衍
字
。
ま
た
「
宋
刻
之
」
の
下
に
「
誤
」
字
を
脫
し
て
い
る
。

（
22
）「
所
謂
る
…
…
」
は
、
錢
曾
『
讀
書
敏
求
記
』
卷
四
に
見
え
る
「
許
渾
丁
卯
集
二
卷
」

の
「
元
刻
增
廣
」
本
に
關
す
る
語
か
ら
の
引
用
。

（
23
）
こ
の
黄
丕
烈
識
語
の
原

に
は
「
毛
二
榕
坪
」
の
下
に
、「
過
訪
士
禮
居
。
余
知
其

能
識
古
書
、
出
此
相
質
、
榕
坪
（
士
禮
居
を
過
訪
す
。
余
其
の
能
く
古
書
を
識
る
を
知



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
一
號

八
一

り
、
此
を
出
だ
し
て
相
質た
づ

ぬ
。
榕
坪
）」
の
十
八
字
が
あ
る
。
移
錄
を
誤
っ
た
脫
文
で

あ
ろ
う
。

（
24
）
本
版
は
『
靜
嘉
堂

庫
宋
元
版
圖
錄
』
図
版
篇
の
頁
二
二
六
・
二
二
七
に
書
影
が

掲
載
さ
れ
、
解
題
篇
の
頁
六
三
に
「
古
靈
先
生

集　

二
五
卷
附
一
卷　

宋
陳
襄
撰　

南
宋
末
刊
元
修　

一
二
册
」
と
著
錄
さ
れ
る
。
陸
志
巻
七
四
・
陸
跋
巻
一
〇
「
宋
本
陳

古
靈
跋
」
参
照
。
著
者
の
陳
襄
は
北
宋
の
思
想
家
。

（
25
）『
靜
嘉
堂

庫
宋
元
版
圖
錄
』
解
題
篇
に
よ
れ
ば
、
二
字
の
墨
丁
は
「
質
肅
」
と
す

べ
き
で
あ
る
。

（
26
）
本
版
は
、『
靜
嘉
堂

庫
宋
元
版
圖
錄
』
圖
版
篇
の
頁
二
三
一
・
二
三
二
に
書
影
が

掲
載
さ
れ
、
解
題
篇
の
頁
六
四
に
「
周
益

忠
公
集　

存
七
〇
卷　

宋
周
必
大
撰　

南

宋
刊　

四
〇
册
」
と
著
錄
さ
れ
る
。
南
宋
の
剛
正
な
政
治
家
で
も
あ
っ
た
周
必
大
の
詩

集
で
、
も
と
全
二
〇
〇
卷
あ
る
う
ち
の
殘
缺
本
。
殘
存
部
分
に
は
缺
葉
が
み
ら
れ
る

卷
も
あ
る
。
陸
志
卷
八
五
「
周
益

忠
集
殘
本
」・
陸
跋
卷
一
二
「
宋
槧
周
益
公
集
跋
」

參
照
。

（
27
）
靜
嘉
堂
マ
イ
ク
ロ
に
よ
り
「
七
」
字
を
補
っ
た
。「
卷
二
十
」
で
あ
る
と
、
殘
存

七
七
卷
に
な
る
。

（
28
）
本
書
は
南
宋
時
代
に
分
類
編
纂
さ
れ
た
法
令
集
で
、法
制
史
硏
究
の
重
要
資
料
。『
靜

嘉
堂

庫
漢
籍
分
類
目
錄
』
頁
三
六
八
に
は
「
慶
元
條
法
事
類　

殘
存
三
六
卷
附
開
禧

重
修
尙
書
吏
部
侍
郞
右
選
格
二
卷　

撰
者
未
詳　

寫　

三
〇
〔
册
〕」
と
し
て
著
錄
。

一
九
六
八
年
一
一
月
に
古
典
硏
究
會
か
ら
、
長
澤
規
矩
也
・
中
島
敏
両
氏
の
解
題
と
吉

田
寅
氏
の
「
對
校
表
」
を
附
し
て
影
印
出
版
さ
れ
た
。
陸
志
卷
三
五
・
陸
跋
卷
四
「
慶

元
條
法
事
類
」
跋
参
照
。

（
29
）
董
康
は
以
下
に
移
錄
す
る
「
提
要
一
則
」
を
「
何
人
の
作
る
所
な
る
か
を
知
ら
ず
」

と
い
う
が
、實
は
淸
の
張
鑑
『
冬
靑
館
集
』
乙
集
卷
六
の
「
慶
元
條
法
事
類
跋
」
で
あ
る
。

『
書
舶
庸
譚
』
の
錄

に
は
、本
來
、
頭
に
あ
る
「
慶
元
條
法
事
類
八
十
卷
」
か
ら
「
初

吏
部
七
司
有
條
法
總
類
」
に
至
る
八
十
字
を
「
開
禧
吏
部
七
司
法
二
十
册
」
の
後
に
置

く
錯
簡
が
あ
り
、
ま
た
こ
の
「
二
十
册
」
の
下
に
「
慶
元
條
法
事
類
三
」
の
七
字
を
脫

す
る
。

意
が
通
じ
な
い
の
で
、
こ
の
譯
注
で
は
影
印
本
の
「
提
要
」
の

に
從
い
訂

正
し
、『
書
舶
庸
譚
』
の
異

を
括
弧
に
注
記
し
た
。
な
お
『
冬
靑
館
集
』
の

と
も

異
同
が
見
ら
れ
、

末
に
近
い
箇
所
の
「
嘉
定
吏
部
條
法
總
類
」
の
下
に
お
け
る
「
兩

書
在
當
時
本
自
竝
行
未
可
知
也
」
の
十
三
字
は
そ
の
顯
著
な
も
の
で
あ
る
。

（
30
）
卷
三
を
除
い
て
缺
卷
を
合
計
す
る
と
四
十
四
卷
に
な
る
。
靜
嘉
堂
本
の
存
卷
の

「
三
十
六
卷
」と
合
算
す
れ
ば
、「
慶
元
條
法
事
類
八
十
卷
」の
原
卷
數
に
な
る
。「
四
十
二
」

は
筆
誤
で
あ
ろ
う
（『
冬
靑
館
集
』
同
じ
く
誤
る
）。

（
31
）
葉
盛
『

竹
堂
書
目
』
に
「
政
事
類
」
は
な
く
、ま
た
以
下
の
「『
開
禧
吏
部
七
司
法
』

二
十
册
、『
慶
元
條
法
事
類
』
十
册
」
の
兩
書
も
見
え
な
い
。
こ
の
兩
書
は
『

淵
閣

書
目
』
政
書
に
竝
ん
で
著
錄
さ
れ
て
い
る
（
讀
畫
齋
叢
書
本
卷
一
四
・
四
庫
全
書
本
卷

三
）。「
葉
盛

竹
堂
書
目
政
事
類
」
は
「

淵
閣
書
目
政
書
」
に
訂
正
す
べ
き
で
あ
る
。

八
日

晴
れ
。
長
澤
が
來
る
。
私
た
ち
と
東
方
〔

化
學
院
東
京
〕
硏
究
所
に
服
部
〔
宇

之
吉
〕
を
訪
ね
、
仁
井
田
〔
陞
〕
に
も
會
う
。
十
一
時
、
東
洋

庫
に
行
き
、
白

鳥
〔
庫
吉
〕・
岩
丹マ

マ

（
岩
井
）〔
大ひ
ろ
さ
と慧
〕
の
兩
君
に
會
う
。
藏
書
目
錄
を
一
册
贈
呈

さ
れ
る
。
か
ね
て
よ
り
『
明
實
錄
』
が
日
本
に
三
部
あ
り
、
當

庫
が
一
部
所
藏

し
て
い
る
と
聞
い
て
い
た
。
そ
こ
で
閱
覽
を
請
求
し
た
と
こ
ろ
、明
抄
本
な
が
ら
、

中
に
缺
佚
が
多
く
、
そ
の
う
え
世
宗
の
一
代
が
な
か
っ
た
。
そ
の
他
の
書
籍
に
は

善
本
が
多
い
。
す
ぐ
に
食
堂
で
晝
食
。
四
時
に
長
澤
と
別
れ
て
宿
に
戾
る
。
晩
に

田
中
が
來
談
、
ま
た
贈
り
物
を
く
れ
る
。

詩
人
玉
屑
二
十
二マ

マ

（
一
）
卷（

1
）

五
山
覆
元
本
。
每
半
葉
十
一
行
、
行
ご
と
に
二
十
一
字
。
前
に
淳
祐
甲
辰
（
四

年
、
一
二
四
四
）
長
至
日
（
冬
至
、
陽
曆
十
二
月
十
四
日
）、
玉
林
黄
易マ
マ

（
昇
）

叔
賜マ
マ

（
暘
）
の
序
有
り
。
次
に
目
錄
三
葉
、「
詩
人
玉
屑
門
目
」
と
題
し
、
每
半

葉
五
行
、
兩
排
に
分
か
つ
。
每
卷
首
行
「
詩
人
玉
屑
卷
幾
」
と
題
し
、
尾
も
同
じ

く
し
て
末
行
に
在
り
。
類
目
は
兩
行
を
占
め
、
低
二
格
。
上
下
黑
口
、
魚
尾
の
下

「
玉
幾
」、
或
い
は
「
玉
屑
幾
」、
或
い
は
字
無
し
。
目
は
「
玉
屑
目
」、
序
は
「
玉

屑
序
」。
下
魚
尾
の
上
に
葉
數
を
紀
す
。
末
に
書
題
の
後
に
於
い
て
題
識
を
刊
し

て
云
ふ
、「【
空
二
格
】
本
云
ふ
、【
空
四
格
】
茲
の
書
一
部
、
批
點
句
讀
畢
る
。

胸
臆
の
決
、錯
謬
多
か
ら
ん
。
後
學
の
君
子
、之
を
正
さ
ん
こ
と
を
望
む
の
み
。【
下



董
康
『
書
舶
庸
譚
』
九
卷
本
譯
注
（
八
）

八
二

復
た
提
行
】
正
中
改
元
（
一
三
二
四
）
臈
月
（
十
二
月
）
下
澣
（
下
旬
）、【
約
空

三
字
】
洗
心
子
【
空
一
字
】
玄
惠
（
玄
惠
法
院
）
誌
す
」
と
。
按
ず
る
に
、
是
の

書
は
明
淸
均
し
く
刻
本
有
り
て
、
板
式
同
じ（

2
）。
余
曾
て
此
の
本
を
以
て
對
勘
す

る
に
、
約
缺
く
る
こ
と
三
十
餘
葉
。
凡
そ
脫
葉
の
處
、
俱
に
數
字
を
改
易
し
之
を

連
屬
す
。
讀
者
覺さ

と

る
罔な

し
。
世
に
五
山
の
據
る
所
は
佳
本
多
し
と
稱
す
る
は
信
に

然
り
。冷

齋
夜
話
十
卷（

3
）

五
山
本
。
每
半
葉
九
行
、
行
ご
と
に
十
八
字
。
凡
そ
九
十
二
葉
。
前
に
目
錄
十

葉
有
り
。
每
卷
首
行
「
冷
齋
夜
話
卷
之
幾
」
と
題
し
、
尾
も
同
じ
く
し
て
隔
つ
る

こ
と
數
行
不
等
。
魚
尾
の
下
は
僅
か
に
「
夜
話
」。
昔
年
、
余
は
是
の
書
を
藏
有

す
る
も
、
今
は
沅
叔
同
年
（
傅
增
湘
）
に
歸
す
。
通
行
本
に
較
ぶ
る
に
數
則
多
き

な
り
。

選
六
臣
註
六
十
卷（

4
）

宋
槧
初
印
本（

5
）。
每
半
葉
十
行
、
行
ご
と
に
大
二
十
一
字
、
小
三
十
字
。
四
圍

雙
邊
。
前
に
「
李
善
上

選
注
表
」「
進
集
注

選
表
」「
梁
昭
明
太
子

選
序
」

有
り
。
每
卷
「
文
選
卷
第
幾
」
と
題
し
、
尾
も
同
じ
【
卷
五
十
九
の
後
は
題
尾
無

し
】。
板
心
の
魚
尾
下
「

選
幾
」、
下
に
刻
工
姓
名
有
り
て
、「
陳

重
刊
」「
陳

高
重
刀
」「
王
進
重
刊
」「
潘
二マ

マ

（
与
）
權
重
刊
」「
施
蘊
」「
方
祜
重
刀
」「
洪
乘

重
刀
」「
兪
珍
」「
洪
重マ
マ

（
昌
）」「
江
政
乘マ
マ

（
重
）
刀
」「
洪
茂
重
刀
」「
忠
」「
楊

昌
重
刊
」「
陳
才
重
刊
」
の
如
し
。
卷
六
十
末
第
七
行
、
低
三
格
に
て
下
の
題
字

八
行
有
り
。「
右

選
の
板
、
歲
久
し
く
し
て
漫
滅
す
る
こ
と
殆
ど
甚
だ
し
。
紹

興
／
二
十
八
年
（
一
一
五
八
）
冬
十
月
、
／
直
閣
趙
公
是こ

の
邦
に
來
り
鎭
し
、
車

よ
り
下
る
る
の
初
め
、
／
儒
雅
を
以
て
吏
事
を
飾
り
、
修
正
を
加
ふ
る
こ
と
有
り
。

／
字
畫
之こ

れ

が
爲
に
一
新
し
、
學
ぶ
者
を
し
て
卷
を
開
い
て
魯
魚
亥マ
マ

（
三
）
豕
の
訛

り
を
免
れ
し
む
。
且
つ
斯

を
無
窮
に
垂
れ
ん
と
欲
す
／
と
云
ふ
。
右
迪
功
郞
明

州
司
法
參
軍
兼
監
盧
欽
謹
み
て
書
す
」（

6
）。

歷
代
地
理
指
掌
圖（

7
）

宋
槧
。
每
半
葉
十
四
行
、
行
ご
と
に
大
二
十
八
字
、
小
三
十
九
字
。
左
右
雙
邊
、

圖
は
四
圍
雙
邊
。
前
に
眉
山
の
蘇
軾
の
序
有
り
。
次
に
目
錄
、
三
排
に
分
か
ち

十
五
行
。
凡
そ
圖
四
十
六
葉
。
題
跋
有
り
、
下
方
及
び
左
右
に
紀
す
こ
と
等
し
か

ら
ず
。
總
論
二
葉
。
魚
尾
の
下
僅
か
に
「
指
掌
」
の
二
字
。
末
葉
の
末
行
に
「
西

川
成
都
府
市
西
兪
家
印
【「
印
」
字
の
末
直
長
に
し
て
二
格
を
占
め
、
波

し
て

左
に
向
か
ふ
】」
と
題
す
。

樂
善
錄
十
卷（

8
）

宋
槧
。
每
半
葉
九
行
、
行
ご
と
に
十
八
字
。
補
抄
一
葉
。
前
に
隆
興
甲
申
（
二

年
、
一
一
六
四
）
七
夕
日
の
蒙
埜
何
榮
孫
の
序
、
隆
興
二
年
十
月
日
の
陳
郡
の
胡

晉
臣
の
跋
、
淳
熙
二
年
（
一
一
七
五
）
正
月
初
三
日
の
李
石
の
詩
、
紹
定
二
年

（
一
二
二
九
）
三
月
望
日
の
郡
人
趙
汝
譢
の
識
語
有
り
。
葉
數
を
檢
査
す
る
に
、

卷
一
は
十
四
葉
、
卷
二
は
十
五
葉
、
卷
三
は
十
四
葉
、
卷
四
は
十
八
葉
、
卷
五
は

十
六
葉
、
卷
六
は
廿
三
葉
、
卷
七
は
十
七
葉
、
卷
八
は
廿
七
葉
、
卷
九
は
十
八
葉
、

卷
十
は
廿
二
葉
。
俱
に
補
鈔
。
每
卷
首
行
「
樂
善
錄
卷
幾
」
と
題
す
。
尾
も
同
じ

く
し
て
隔
つ
る
こ
と
數
行
不
等
。
次
行
「
李
昌
齡
編
」
と
題
し
、
姓
及
び
名
の
下



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
一
號

八
三

は
均
し
く
空
格
。
下
は
空
二
格
。
魚
尾
の
下
に
書
名
を
紀
す
。
此
の
書
の
錄
す
る

所
の
故
事
、
盡
く
は
勸
戒
に
限
ら
ず
。『
稗は
い

海
』
本
は
僅
か
に
三
分
の
一
の
み
。

誠
に
人
を
驚
か
し
む
る
祕

な
り
。

（
1
）
本
書
は
南
宋
末
の
魏
慶
之
が
編
し
た
詩
話
の
集
成
書
。
本
版
は
、『
漢
籍
分
類
目
錄　

集
部　

東
洋

庫
之
部
』（
財
團
法
人
東
洋

庫
、一
九
六
七
年
三
月
）頁
一
一
八
に「
詩

人
玉
屑
二
十
一
卷　

宋
魏
慶
之
撰　

正
中
元
年
跋
刊
本　

岩
（
岩
崎
文
庫
）
一
〇
〔
册
〕

二
―
B
―
d
―
9
」
と
著
錄
さ
れ
、『
岩
崎

庫
貴
重
書
書
誌
解
題
Ⅰ
』（
財
團
法
人
東

洋

庫
、
一
九
九
〇
年
三
月
）
に
書
影
（
頁
六
一
）
と
解
題
（
頁
六
四
）
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
住
吉
朋
彥
氏
の
「『
詩
人
玉
屑
』
版
本
考
」（「
斯
道

庫
論
集
」
第
四
七
輯
、

二
〇
一
三
年
二
月
）
は
本
書
の
書
誌
硏
究
と
し
て
精
確
を
極
め
る
。

（
2
）
前
注
所
掲
の
住
吉
氏
論
文
に
よ
れ
ば
、
明
版
二
十
二
卷
本
は
每
半
葉
十
行
で
行

二
十
一
字
、
明
の
胡
文
煥
「
格
致
叢
書
」
本
は
每
半
葉
十
行
で
行
二
十
字
、
明
の
謝
天

瑞
校
の
二
十
卷
本
は
每
半
葉
十
行
で
行
二
十
二
字
と
い
う
、本
版
の
「
每
半
葉
十
一
行
、

行
ご
と
に
二
十
一
字
」
と
は
異
な
る
板
式
の
も
の
が
あ
る
。

（
3
）
本
書
は
北
宋
の
禪
僧
、
慧
洪
の
雜
筆
。
本
版
は
『
岩
崎

庫
貴
重
書
書
誌
解
題
Ⅰ
』

に
書
影
（
頁
一
〇
一
）
と
解
題
（
頁
一
一
八
）
が
掲
載
さ
れ
、後
者
に
「
二Bb75

（
正

し
く
は
ｄ
23
）　

冷
齋
夜
話　

十
卷　

宋
釋
慧
洪
撰　
﹇
南
北
朝
﹈
刊　

大
一
册
」
と
著

錄
さ
れ
、卷
末
に
補
寫
さ
れ
た
本
版
の
底
本
た
る
宋
刊
本
の
原
刊
記
を
移
錄
し
て
い
る
。

（
4
）本
版
は『
漢
籍
分
類
目
錄　

集
部　

東
洋

庫
之
部
』に
未
著
錄
。
東
洋

庫
の「
漢

籍
統
合
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
」
に
よ
る
と
、「（
請
求
番
號
）
貴
重
書
Ⅹ
Ⅰ
―
6
―
C
―
1

（
書
名
・
卷
數
）

選
六
臣
注
（
編
著
者
）
唐
李
善
等
注
（
出
版
事
項
）
紹
興
中
明
州

刊
本
（
册
數
）
32
册
」
と
著
錄
さ
れ
る
。

（
5
）
本
版
は
い
わ
ゆ
る
南
宋
紹
興
の
明
州
刊
本
の
六
臣
注
『

選
』
と
さ
れ
る
。
阿
部

隆
一
氏
の
『
增
訂
中
國
訪
書
志
』（
汲
古
書
院
、
一
九
八
三
年
三
月
、
頁
二
八
八
―

二
九
二
）
は
、
刻
工
の
調
査
、
そ
の
年
代
檢
討
の
結
果
、
金
澤

庫
舊
藏
足
利
學
校
遺

蹟
圖
書
館
現
藏
本
が
原
刻
早
印
本
で
あ
っ
て
、
他
の
本
は
修
補
本
で
あ
る
こ
と
を
解
明

し
て
い
る
。

（
6
）
刻
工
名
と
卷
六
十
末
の
刊
記
の
錄

に
誤
字
が
あ
る
の
で
、『
增
訂
中
國
訪
書
志
』

お
よ
び
「
宮
内
廳
書
陵
部
收
藏
漢
籍
集
覽
」
の
宋
版
明
州
刊
本
『

選
』
の
影
像
（
刊

記
は
岩
崎
家
す
な
わ
ち
東
洋

庫
本
に
よ
る
補
鈔
）
に
よ
っ
て
訂
正
し
た

字
を
括
弧

に
示
し
た
。
な
お
「
修
正
を
加
ふ
る
こ
と
有
り
」
の
「
有
」
字
は
「
首
」
字
が
正
し
く
、

こ
の
一
句
は
「
首は
じ
めに
修
正
を
加
ふ
」
と
訓
む
べ
き
で
あ
る
。

（
7
）
本
版
は『
東
洋

庫
所
藏
漢
籍
分
類
目
錄　

史
部
』（
財
團
法
人
東
洋

庫
、一
九
八
六

年
一
二
月
、
頁
三
七
九
）
に
「
歷
代
地
理
指
掌
圖
不
分
卷　

宋
闕
名
撰　

宋
刊
本　

一

〔
冊
〕
Ⅹ
Ⅰ
―
1
―
3
」
と
著
錄
さ
れ
る
。

（
8
）
本
書
は
北
宋
の
李
昌
齡
が
編
し
た
勸
善
懲
惡
に
關
す
る
古
今
の
逸
話
集
で
あ
る
。
本

版
は
『
東
洋

庫
所
藏
漢
籍
分
類
目
錄　

子
部
』（
財
團
法
人
東
洋

庫
、
一
九
九
三

年
四
月
、
頁
一
〇
四
）
に
「
樂
善
錄
十
卷　

宋
李
昌
齡
輯　

宋
紹
定
二
年
新
安
汪
統
于

會
稽
郡
齋
刊
本　

岩
（
岩
崎
文
庫
）
五
〔
册
〕
Ⅹ
Ⅰ
―
1

－

7
」
と
著
錄
さ
れ
る
。
重

要

化
財
指
定
。
か
つ
て
上
海
の
商
務
印
書
館
か
ら
民
國
二
十
四
年
（
一
九
三
五
）
に

「
續
古
逸
叢
書
」
の
一
つ
と
し
て
影
印
さ
れ
、
ま
た
近
年
「
東
洋

庫
善
本
叢
書
3
」

と
し
て
原
色
原
寸
で
覆
製
出
版
さ
れ
た
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
四
年
一
〇
月
）。

九
日晴

れ
。
九
時
、
勝
山
〔
岳
陽
〕
が
私
た
ち
を
伴
い
中
村
不
折
翁
を
訪
問
。
翁
は

書
畫
を
も
っ
て
一
時
、
傑
出
し
た
。
明
治
神
宮
の
壁
畫
は
す
べ
て
彼
の
構
成
に

な
る（

1
）。
普
段
か
ら
金
石
を
命
の
よ
う
に
愛
し
て
お
り
、
揮
毫
に
よ
る
收
入
は
、

お
お
む
ね
收
藏
の
た
め
の
備
え
に
し
て
い
る
。
三
十
年
の
努
力
を
積
み
、
す
で
に

藏
品
は
百
萬
點
以
上
に
逹
し
た
。
こ
の
日
、
最
近
に
患
っ
た
病
氣
が
癒
え
て
私
逹

の
來
訪
を
聞
き
、
大
喜
び
の
出
迎
え
で
あ
っ
た
。
入
室
し
て
久
方
ぶ
り
の
挨
拶
を

濟
ま
せ
た
後
、
案
内
さ
れ
て
所
藏
を
觀
る
。
一
階
は
み
な
碑
石
・
墓
誌
・
磚
瓦
類

の
物
品
で
あ
る
。
例
え
ば
「
司
馬
昇
墓
誌
」
は
、
端
（
端
方
）
氏
か
ら
の
購
入
品

で
あ
る
。
ま
た
漢
代
の
一
斷
碑
は
、
中
央
に
一
つ
孔
が
あ
り
、
他
の
碑
石
の
臺
座

に
用
い
た
も
の
で
あ
ろ
う（

2
）。
文
字
は
「
禮
器
〔
碑
〕」
（
3
）に
よ
く
似
て
い
る
。
二
階

は
靑
銅
器
・
古
錢
・
古
印
・
古
鏡
の
類
を
陳
列
し
て
い
る
。
記
憶
に
の
こ
る
品
が

多
い
。
繼
承
者
が
い
な
い
の
で
、
東
洋

庫
の
例
に
な
ら
い
、
財
團
法
人
に
し
た

い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
人
々
の
力
を
か
り
て
保
存
す
れ
ば
、
翁
の
名
前
と
古
文
物

が
と
も
に
末
永
く
い
き
づ
く
。
し
ば
ら
く
し
て
別
れ
る
。
漢
碑
の
寫
眞
と
古
鏡
の



董
康
『
書
舶
庸
譚
』
九
卷
本
譯
注
（
八
）

八
四

拓
本
を
そ
れ
ぞ
れ
一
點
も
ら
う
。

求
堂
に
行
き
、
田
中
と
公
使
館
に
赴
き
、
蔣

〔
作
賓
〕
公
使
と
會
う
。
斯

會
に
赴
き
、
名
刺
を
お
い
て
別
れ
の
意
を
表
す
。

つ
い
で
に
明
治
大
學
に
行
き
志
田
〔
鉀
太
郞
〕
を
訪
ね
る
が
、
用
務
の
た
め
南
京

に
行
っ
て
い
た
。
岡
田〔
朝
太
郞
〕は
葉
山
に
出
か
け
て
ま
だ
來
校
し
て
い
な
か
っ

た
。晩

に
田
中
夫
妻
が
送
別
に
來
る
。
ま
た
私
の
代
わ
り
に
揃
い
本
の『
大
日
本
史
』

三
百
九
十
七
卷
を
購
入
し
て
く
れ
た
。
德
川
家
の
刻
本
で
あ
る
。「
本
紀
」
は
權

中
納
言
從
三
位
源
光
圀
の
修
、「
志
」「
表
」
は
七
代
の
孫
の
權
中
納
言
從
三
位
齊

昭
の
補
。
お
よ
そ
「
本
紀
」
七
十
三
卷
。「
列
傳
」
一
百
七
十
卷
、
う
ち
「
后
妃
」

十
二
卷
【
一
か
ら
十
二
】、「
皇
子
」
十
四
卷
【
十
三
か
ら
二
十
六
】、「
皇
女
」
六

卷
【
二
十
七
か
ら
三
十
二
】、「
諸
臣
無
稱
謂
者
」
七
十
三
卷
【
三
十
三
か
ら

一
百
五
】、「
將
軍
」八
卷【
一
百
六
か
ら
一
百
十
三
】、「
將
軍
家
族
」四
卷【
一
百
十
四

か
ら
一
百
十
七
】、「
將
軍
家
臣
」
二
十
二
卷
【
一
百
十
八
か
ら
一
百
三
十
九
】、「

學
」
五
卷
【
一
百
四
十
か
ら
一
百
四
十
四
】、「
歌
人
」
四
卷
【
一
百
四
十
五
か
ら

一
百
四
十
八
】、「
孝
子
」
一
卷
【
一
百
四
十
九
】、「
義
烈
」
一
卷
【
一
百
五
十
】、

「
列
女
」
一
卷
【
一
百
五
十
一
】、「
隱
逸
」
一
卷
【
一
百
五
十
二
】、「
方
技
」
一

卷
【
一
百
五
十
三
】、「
叛
臣
」
四
卷
【
一
百
五
十
四
か
ら
一
百
五
十
七
】、「
逆
臣
」

一
卷
【
一
百
五
十
八
】、「
諸
藩
」
十
二
卷
【
一
百
五
十
九
か
ら
一
百
七
十
】。「
志
」

一
百
二
十
六
卷
、
う
ち
「
神
祇
」
二
十
三
卷
【
一
か
ら
二
十
三
】、「
民
族
」
十
三

卷
【
二
十
四
か
ら
三
十
六
】、「
職
官
」
五
卷
【
三
十
七
か
ら
四
十
一
】、
國
郡

三
十
三
卷
【
四
十
二
か
ら
七
十
四
】、「
食
貨
」
十
六
卷
【
七
十
五
か
ら
九
十
】、「
禮

樂
」
十
六
卷
【
九
十
一
か
ら
一
百
六
】、「
兵
」
六
卷
【
一
百
七
か
ら
一
百
十
二
】、

「
刑
法
」
二
卷
【
一
百
十
三
か
ら
一
百
十
四
】、「
陰
陽
」
六
卷
【
一
百
十
五
か
ら

一
百
二
十
】、「
佛
事
」
六
卷
【
一
百
十
一
か
ら
一
百
二
十
六
】。「
表
」
二
十
八
卷
、

う
ち
「
臣
連
二
造
」
二
卷
【
一
と
二
】、「
公
卿
」
七
卷
【
三
か
ら
九
】、「
國
郡
司
」

十
二
卷
【
十
か
ら
二
十
一
】、「
藏
人
檢
非
違
使
」
四
卷
【
二
十
二
か
ら
二
十
五
】、

「
將
軍
僚
屬
」
三
卷
【
二
十
六
か
ら
二
十
八
】。
後
に
「
德
川
家
藏
版
」
印
【
篆
書

朱

】
が
あ
り
、
明
治
初
年
に
印
刷
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
の
古
史
で
『
四

庫
存
目
』
と
『
曝
書
亭

集
』
に
見
え
る
の
は
唯
一
『
吾
妻
鏡
』
で
あ
る
。
日
本

の
歷
史
に
屬
す
る
が
、
お
お
む
ね
漢
字
で
當
地
の
言
葉
を
表
記
し
て
お
り
、
難
澁

難
解
で
あ
る
。
こ
の
書
は
『
史
記
』『
漢
書
』
以
來
の
傳
統
の
規
範
を
ゆ
た
か
に

備
え
て
い
る
。
通
行
本
は
わ
ず
か
に
二
百
四
十
三
卷
で
、「
紀
」「
傳
」
の
部
分
だ

け
の
も
の
で
あ
る
。「
志
」「
表
」
を
附
し
て
い
る
も
の
は
、な
か
な
か
買
え
な
い
。

田
中
に
依
賴
し
て
探
求
す
る
こ
と
十
年
に
し
て
、
今
や
っ
と
入
手
で
き
、
と
て
も

う
れ
し
い
。
二
時
閒
ほ
ど
暢
談
し
、
よ
う
や
く
別
れ
る
。

（
1
）
原

「
明
治
神
宮
之
壁
畫
皆
其
結
構
」。「
明
治
神
宮
之
壁
畫
」
は
明
治
神
宮
の
聖

德
記
念
繪
畫
館
に
あ
る
明
治
天
皇
の
業
績
を
畫
い
た
繪
畫
群
を
さ
す
。
中
村
不
折
は
大

正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
に
壁
畫
專
門
委
員
會
の
一
員
と
し
て
加
わ
り
「
日
露
役
日
本

海
海
戰
」
を
制
作
し
た
が
（
林
陽
子
「
明
治
神
宮
聖
德
記
念
繪
畫
館
に
つ
い
て
」、「
明

治
聖
德
記
念
學
會
紀
要
」
復
刊
第
一
一
號
、
一
九
九
四
年
六
月
に
よ
る
）、
董
康
が
「
皆

其
結
構
」
と
い
う
の
は
正
し
く
な
い
。

（
2
）
こ
の
碑
石
は
、
中
村
不
折
が
『
法
帖
書
論
集
』
の
一
つ
『
漢
碑
之
硏
究
』
下
（
雄

山
閣
、
昭
和
十
年
七
月
、
口
繪
、
頁
八
〇
）
に
、「
縱
二
尺
、
橫
二
尺
二
寸
五
分
、
厚

さ
は
五
寸
の
斷
石
で
あ
る
。
中
央
に
長
方
形
の
穴
を
穿
た
れ
て
何
に
か
に
利
用
し
た
ら

し
い
、
…
…
字
體
は
魯
峻
と
張
遷
の
閒
に
あ
り
て
波
磔
の
少
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
風

神
古
樸
規
模
雄
偉
の
字
體
で
あ
る
。
此
の
日
碑
は
昨
秋
渡
來
し
た
も
の
で
、
我
が
國
で

は
漢
碑
の
渡
來
す
る
も
の
こ
れ
を
以
て
始
め
と
す
る
」
と
紹
介
し
た
「
冢
土
斷
碑
」
で

あ
ろ
う
。
こ
の
碑
は
、「
處
士
高
殘
碑
」
と
も
呼
ば
れ
、
中
村
不
折
の
舊
藏
品
を
收
め

る
書
道
博
物
館
に
現
藏
さ
れ
る
。

（
3
）「
禮
器
碑
」
は
後
漢
の
永
壽
二
年
（
１
５
６
）
に
刻
さ
れ
た
八
分
體
の
隸
書
に
よ
る
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石
碑
。

十
日晴

れ
。
午
後
十
二
時
、〔
陶
〕
心
如
と
岡
田
の
宴
に
行
く
。
參
加
者
は
中
日
の

著
名
人
四
十
名
。
蔣
公
使
お
よ
び
〔
孫
〕
伯
醇
・〔
楊
〕
雪
倫
も
座
に
あ
っ
た
。

二
時
に
宿
に
戾
る
。
田
中
・
勝
山
・
高
錫
昌
・
張
莊
伯
が
先
に
來
て
い
た
。
三
時

に
宿
を
發
ち
、
田
中
ら
と
東
京
驛
に
向
か
う
。
仁
井
田
・
見
尾
・
田
島
・
堂
野
前

が
相
繼
い
で
や
っ
て
く
る
。
田
中
は
、
乾
郞
に
わ
れ
わ
れ
の
伴
を
し
て
熱
海
ま
で

送
ら
せ
る
。
約
十
分
經
っ
て
か
ら
諸
氏
と
握
手
し
て
別
れ
る
。
五
時
過
ぎ
、
小
田

原
に
着
き
下
車
。
自
動
車
に
乘
り
換
え
、
四
十
分
ほ
ど
で
底
倉
〔
溫
泉
〕
に
着
き

蔦
屋
に
宿
を
と
る
。「
蔦
」
の
字
は
、
日
本
讀
み
す
る
と
「
津
田
」
と
同
じ
。
思

う
に
、「
津
田
」
の
書
き
換
え
で
あ
ろ
う
。
こ
の
旅
館
は
山
に
沿
っ
て
建
築
さ
れ

て
い
る
。
私
逹
は
四
階
の
部
屋
。
屋
外
に
幾
つ
か
の
峰
が
分
か
れ
て
聳
え
て
い
る
。

綠
が
滴
る
よ
う
で
あ
る
。
峰
は
白
雲
に
覆
わ
れ
、
時
に
隱
れ
た
り
時
に
現
れ
た
り

す
る
。
夕
暮
れ
に
な
る
と
、
あ
た
り
に
電
燈
が
輝
き
、
そ
の
多
さ
は
明
る
い
星
の

よ
う
で
あ
る
。
山
道
は
車
が
通
行
で
き
、
少
し
商
店
街
が
あ
る
。
動
中
に
靜
寂
を

宿
し
、
す
こ
ぶ
る
趣
に
富
む
。
本
日
は
人
と
の
應
對
、
あ
ち
こ
ち
へ
の
移
動
、
そ

し
て
精
神
の
疲
れ
も
加
わ
り
、
入
浴
後
、
枕
に
つ
く
と
高
鼾
で
眠
り
込
ん
だ
。

十
一
日

雨
。
朝
食
後
、
自
動
車
に
乘
っ
て
多
く
の
景
勝
を
巡
る
。
長
尾
峠
の
森
永
茶
寮

に
至
っ
て
少
し
休
憩
。
對
嶽
亭
が
あ
る
。
下
を
見
る
と
白
雲
が
湧
き
起
こ
り
、
つ

い
に
何
も
見
え
な
い
。
標
高
が
高
く
て
寒
い
の
で
、
長
い
あ
い
だ
留
ま
っ
て
い
ら

れ
な
い
氣
分
に
な
る
。
ま
た
乘
車
し
、
約
十
分
で
湖
尻
に
到
着
。
デ
ィ
ー
ゼ
ル
・

エ
ン
ジ
ン
船
に
乘
っ
て
湖
を
渡
り
、
元
箱
根
に
着
き
、
陸
に
上
が
る
。
宣
統
元
年

（
一
九
〇
九
）
の
七
月
に
、
富
士
山
か
ら
下
り
て
か
ら
、
御
殿
場
經
由
で
馬
に
乘
っ

て
こ
こ
に
來
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
當
時
の
湖
の
往
來
は
粗
末
な
小
舟
し
か
な

か
っ
た
が
、
今
で
は
設
備
が
行
き
屆
い
て
い
る
。
湖
畔
の
茶
店
で
荷
物
を
整
え
て

か
ら
、同
行
の
者
と
箱
根
神
社
に
參
詣
。
百
數
十
段
の
階
段
が
あ
っ
て
、登
り
き
っ

た
所
に
兄
弟
樹
（
曾
我
神
社
の
兄
弟
杉
）
が
あ
る
。
觀
光
客
が
こ
こ
に
來
る
と
、

み
な
名
刺
を
幹
の
割
れ
目
に
差
し
込
ん
で
名
前
を
書
き
付
け
る
代
わ
り
に
し
て
お

り
、
遠
目
に
は
ま
る
で
鱗
が
生
え
た
よ
う
に
見
え
る
。
中
殿
に
權
現
が
祀
ら
れ
て

い
る
。
何
時
の
時
代
の
人
物
か
は
分
か
ら
な
い
。
あ
る
い
は「
權
時（
し
ば
ら
く
）」

山
の
神
と
し
て
奉
安
さ
れ
た
の
で
、
假
に
そ
の
名
前
に
定
め
、
明
ら
か
に
存
在
す

る
が
如
く
に
し
て
、
實
は
そ
の
よ
う
な
人
は
い
な
い
が
、
し
か
し
靈
驗
は
あ
ら
た

か
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
社
殿
は
震
災
の
被
害
に
よ
り
、
傾
い
て
壞
れ
そ
う

で
あ
る
。
目
下
、
再
建
の
設
計
中
で
、
祭
神
を
左
の
末
社
に
移
し
て
い
た
。
人
々

に
隨
い
參
拜
し
、
賽
錢
を
投
げ
入
れ
て
か
ら
社
殿
を
出
る
。
社
殿
の
右
に
體
を
か

が
め
た
銅
製
の
鑄
物
の
獅
子
が
あ
っ
た
。
立
派
で
大
き
く
生
き
生
き
し
て
い
る
。

こ
れ
も
數
百
年
前
の
も
の
で
あ
る
。
神
社
に
仕
え
て
い
る
の
は
、
み
な
白
い
上
着

に
赤
い
裙
（
袴
）
の
少
女
で
あ
る
。
ど
う
や
ら
近
隣
の
村
々
か
ら
幼
い
頃
に
身
を

捧
げ
た
者
の
よ
う
で
あ
る
。
湖
畔
に
官
幣
小
社
が
あ
っ
て
、も
と
は
關
所
で
あ
る
。

德
川
幕
府
時
代
に
、
江
戸
か
ら
京
都
に
入
る
に
は
、
籠
に
乘
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
宿
泊
場
所
は
す
べ
て
五
十
三
。
こ
こ
は
五
十
三
の
う
ち
の
一
つ
で
、
關

所
を
設
け
旅
行
者
を
嚴
し
く
調
べ
た
。「
關
東
」「
關
西
」
と
い
う
が
、
そ
れ
は
今

に
至
っ
て
も
な
お
、
こ
の
名
稱
が
習
わ
し
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
つ
ま
り
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〔
箱
根
の
關
〕
は
東
西
の
境
界
地
點
で
も
あ
る
。
祭
神
は
當
時
の
官
吏
で
あ
る
。

十
二
時
、
箱
根
旅
館
に
到
着
し
て
晝
食
。
遙
か
に
湖
心
を
眺
め
る
と
、
時
折
、
蒸

氣
が
上
が
る
の
が
見
え
る
。
そ
の
下
は
ま
だ
火
の
消
え
な
い
火
山
が
あ
り
、
溫
泉

も
こ
こ
に
發
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
爆
發
の
危
險
が
な
お
も
心
配
さ
れ
る
。
一

時
半
、
長
距
離
バ
ス
で
熱
海
に
向
か
い
、
雲
霧
の
中
を
走
行
す
る
。
我
が
國
の
黃

山
の
雲
海
と
比
較
す
る
と
、
ど
ち
ら
が
壯
觀
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
晩
は
古
屋
に
宿

泊
す
る
。
私
は
二
階
の
部
屋
。
相
模
灣
の
全
景
が
俯
瞰
で
き
る
。
夜
に
な
っ
て
風

の
音
が
海
の
音
と
交
じ
り
、
震
動
が
止
ま
な
い
。
こ
の
世
に
身
を
寄
せ
て
い
る
に

過
ぎ
な
い
と
深
く
感
じ
る
。

箱
根
道
中
口
號　
　
　

箱
根
道
中
の
口
號

〔
其
一
〕　　
　
　
　
　
　
〔
其
の
一
〕

歷
盡
高
樓
陟
盡
山　
　

高
樓
を
歷め

ぐ

り
盡
し
山
を
陟の
ぼ

り
盡
す

山
山
秀
聳
軼
塵
寰　
　

山
山
秀
聳し

よ
うし
塵
寰
に
軼い
つ

す

屐
聲
槖
槖
松
聲
逸　
　

屐げ
き

聲
は
槖た
く
た
く槖
と
し
て
松
聲
は
逸
な
り

都
伴
泉
聲
到
枕
閒　
　

都す
べ

て
泉
聲
を
伴
ひ
枕
閒
に
到
る

【
蔦
屋
隨
山
而
升
、
余
居
四
階
。
俯
視
玄
關
、
如
在
深
壑
。
其
上
靑
翠
插
天
、
流

泉
競

、而
屐
韻
松
濤
、了
了
可
數
。
動
中
含
有
靜
機
、非
塵
世
人
所
能
領
悟
（
蔦

屋
、
山
に
隨
ひ
て
升
り
、
余
は
四
階
に
居
る
。
玄
關
に
俯
視
す
れ
ば
、
深
壑
に
在

る
が
如
し
。
其
の
上
、
靑
翠
天
に
插
し
、
流
泉
競
ひ

き
て
、
屐
韻
松
濤
、
了
了

と
し
て
數
ふ
べ
し
。
動
中
に
靜
機
を
含
有
し
、
塵
世
の
人
の
能
く
領
悟
す
る
所
に

非
ず
）。】

高
樓
を
す
べ
て
巡
り
、
山
も
登
り
盡
く
し
た
。
ど
の
山
も
高
く
拔
き
出
て
聳
え

立
ち
人
閒
界
か
ら
超
越
し
て
い
る
。
下
駄
が
が
か
た
か
た
と
音
を
立
て
松
風
の
聲

が
の
ど
か
に
響
く
。
ど
の
音
も
泉
の
音
と
合
わ
さ
っ
て
枕
邊
に
逹
す
る
。【
蔦
屋

は
山
の
斜
面
に
沿
っ
て
登
っ
た
所
に
あ
り
、
私
の
部
屋
は
四
階
で
あ
っ
た
。
戶
か

ら
覗
き
込
む
と
、
ま
る
で
深
い
谷
に
い
る
よ
う
で
あ
る
。
宿
の
上
に
は
木
々
の
綠

が
天
空
に
插
し
入
り
、
流
れ
る
泉
が
競
い
合
う
よ
う
に
水
音
を
た
て
、
下
駄
の
鳴

る
音
と
波
の
よ
う
な
松
風
の

き
が
は
っ
き
り
と
聞
こ
え
る
。
動
中
に
靜
寂
に
變

わ
る
契
機
が
含
ま
れ
、
こ
れ
は
俗
世
の
人
に
は
悟
り
得
る
も
の
で
は
な
い
。】

〔
其
二
〕　　
　
　
〔
其
の
二
〕

路
仿
之
江
任
屈
旋　
　

路
は
之し

江か
う

に
仿な
ら

ひ
屈
旋
に
任ま
か

す

方
言
合
許
補
陳
編　
　

方
言
合ま
さ

に
許
す
べ
し
陳
編
を
補
ふ
を

遙
瞻
蒼
翠
屛
風
上　
　

遙
か
に
蒼
翠
を
瞻み

る
屛
風
の
上

馳
夢
衝
雲
瞬
卅
年　
　

夢
に
馳
せ
雲
を
衝
き
瞬ま

た
たけ
ば
卅さ
ふ

年

【
峠
爲
天
武
天
皇
所
製
新
字
、
闢
山
徑
爲
之（

1
）。
字
形
取
其
便
於
升
降
之
義
。
宣
統

紀
元
、
余
下
富
士
、
自
御
殿
場
策
騎
經
此
、
迴
溯
已
三
十
年
矣
（
峠
は
天
武
天
皇

の
製つ

く

る
所
の
新
字
と
爲
し
、
山
徑
を
闢ひ
ら

き
て
之
を
爲つ
く

る
。
字
形
は
其
の
升
降
に
便

な
る
の
義
を
取
る
。
宣
統
紀
元
、
余
は
富
士
よ
り
下
り
、
御
殿
場
よ
り
策
騎
し
て

此こ
こ

を
經
た
り
。
迴
溯
す
れ
ば
已
に
三
十
年
な
り
）。】

山
道
は
之
江
（
錢
塘
江
）
の
よ
う
に
曲
が
り
く
ね
っ
て
通
じ
て
い
る
。〔
峠
の

文
字
は
〕
地
方
の
言
葉
と
し
て
古
い
典
籍
の
補
い
に
な
る
の
で
許
容
で
き
る
。
綠

の
屛
風
の
よ
う
に
廣
が
る
樹
林
を
〔
峠
か
ら
〕
遠
く
眺
め
た
。
夢
の
中
を
驅
け
巡

る
ご
と
く
雲
霧
の
中
を
走
行
し
た
の
は
瞬
く
う
ち
に
三
十
年
も
昔
の
こ
と
に
な
っ

た
。【「
峠
」
は
、
天
武
天
皇
が
作
製
し
た
新
字
で
あ
り
、
山
道
を
開
い
た
と
き
に
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作
っ
た
。
字
形
は
、山
の
上
り
下
り
に
便
利
で
あ
る
と
い
う
意
味
を
象
っ
て
い
る
。

宣
統
元
年
に
、
私
は
富
士
山
か
ら
下
り
、
御
殿
場
か
ら
馬
に
乘
っ
て
こ
こ
を
通
っ

た
が
、
思
い
返
せ
ば
す
で
に
三
十
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。】

〔
其
三
〕　　
　
　
　
〔
其
の
三
〕

萬
松
深
處
殿
嵯
峨　
　

萬
松
深
き
處　

殿
は
嵯
峨
た
り

蠁（
2
）於
今
展
拜
多　
　

今
にき
つ
き
や
う蠁と
し
て
展
拜
多
し

縞
袂
絳
裙
年
十
五　
　

縞
袂べ
い

絳
裙　

年
十
五

休
將
巫
峽
誤
神
娥（

3
）　

　

巫
峽
を
將も
つ

て
神
娥
を
誤
ら
し
む
る
こ
と
を
休や

め
よ

數
知
れ
な
い
松
の
木
々
の
奧
に
高
く
そ
び
え
る
神
殿
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
今

も
靈
驗
が
あ
っ
て
參
拜
者
が
多
い
。
白
絹
の
上
着
に
赤
い
袴
姿
は
年
の
頃
十
五
の

乙
女
で
あ
る
。
巫
峽
の
神
女
傳
說
を
も
ち
だ
し
て
神
に
奉
仕
す
る
美
し
い
彼
女
ら

の
身
を
誤
ら
せ
な
い
よ
う
に
せ
よ
。

〔
其
四
〕　　
　
　
　
〔
其
の
四
〕

爲
嚴
鎖
鑰
仗
丸
泥（

4
）　

　

鎖さ

鑰や
く

を
嚴
に
せ
ん
が
爲
に
丸
泥
に
仗よ

る

到
此
平
分
東
與
西　
　

此こ
こ

に
到
り
て
東
と
西
と
を
平
分
す

周
道
而
今
歌
砥
矢（

5
）　

　

周
道　

而じ

今こ
ん　

砥て
い

矢し

を
歌
ふ

無
煩
食
客
斅
鳴
雞（

6
）　

　

食
客
を
煩
は
し
て
鳴
雞
を
斅ま
な

ぶ
こ
と
無
し

關
所
の
鎖
と
錠
前
を
し
っ
か
り
と
固
め
る
た
め
に
後
漢
の
故
事
に
な
ら
い
泥
團

子
で
封
ぜ
ら
れ
た
。
こ
こ
箱
根
の
關
で
東
と
西
に
眞
半
分
に
分
か
れ
る
。
今
や
大

き
な
道
路
は
『
詩
經
』
に
歌
わ
れ
た
よ
う
に
砥
石
の
如
く
平
ら
で
、
矢
の
飛
ぶ
よ

う
に
眞
っ
直
ぐ
に
通
っ
て
い
る
。〔
江
戸
時
代
の
關
所
は
な
く
な
り
、〕
函
谷
の
關

の
戶
を
開
け
る
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
食
客
に
鷄
の
鳴
き
眞
似
を
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と

は
無
く
な
っ
た
。

〔
其
五
〕　　
　
　
　
〔
其
五
〕

湖
隄
小
築
勝
旗
亭　
　

湖
隄
の
小
築
は
旗
亭
に
勝
る

湖
尾
山
容
上
下
靑　
　

湖
尾
の
山
容　

上
下
靑
し

添
個
採
蓮
湖
上
棹（

7
）　

　

個
の
採
蓮
湖
上
の
棹
を
添
ふ
れ
ば

夢
魂
無
復
戀
西
泠（

8
）　

　

夢
魂　

復
た
西せ
い
れ
い泠
を
戀
ふ
る
こ
と
無
か
ら
ん

【
湖

有
茶
亭
、
面
富
士
倒
影
。
湖
爲
諸
峰
所
瀦
蓄
、
其
深
莫
測
。
不
似
西
湖
隨

處
蓮
葉
田
田
也
（
湖

ぜ
ん

に
茶
亭
有
り
て
、
富
士
の
倒
影
に
面
す
。
湖
は
諸
峰
の
瀦ち
よ

蓄
す
る
所
と
爲
し
、
其
の
深
さ
測
る
こ
と
莫な

し
。
西
湖
の
隨
處
に
蓮
葉
田
田
た
る

に
似
ざ
る
な
り
）。】

湖
堤
の
側
に
こ
ぢ
ん
ま
り
建
て
ら
れ
た
茶
店
は
料
亭
に
ま
さ
る
。
湖
尻
か
ら
の

富
士
山
は
上
に
見
え
る
姿
も
下
に
見
え
る
湖
面
の
倒
影
も
靑
々
と
美
し
い
。
湖
上

に
浮
か
ぶ
蓮
の
實
採
り
の
舟
を
一
艘
こ
こ
に
加
え
る
と
、
も
う
西
泠
橋
の
あ
る
西

湖
を
戀
い
こ
が
れ
て
夢
を
見
る
こ
と
は
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。【〔
蘆
ノ
湖
〕
湖
畔

の
空
き
地
に
茶
店
が
あ
り
、逆
さ
富
士
が
眞
っ
正
面
に
見
え
る
。湖
は
周
り
の
峰
々

か
ら
出
た
水
が
溜
ま
っ
た
も
の
で
、
測
り
知
れ
な
い
深
さ
で
あ
る
。
西
湖
の
よ
う

に
至
る
と
こ
ろ
い
っ
ぱ
い
の
蓮
の
葉
で
掩
わ
れ
て
い
な
い
。】

（
1
）「
新
字
」
は
、
天
武
天
皇
が
臣
下
に
作
ら
せ
た
國
字
（
訓
讀
み
の
み
に
用
い
る
和
製

の
漢
字
）
で
あ
り
、
ま
た
『
日
本
書
紀
』
卷
二
九
（
天
武
天
皇
十
一
年
、
六
八
四
）
に

い
う
天
武
天
皇
が
編
纂
さ
せ
た
國
字
を
收
錄
し
た
四
十
四
卷
の
佚
傳
の
字
書
と
さ
れ

る
。
新
井
白
石
の
『
同

通
考
』
の
卷
二
「
新
字
」
に
『
日
本
書
紀
』
を
據
り
所
と
し



董
康
『
書
舶
庸
譚
』
九
卷
本
譯
注
（
八
）

八
八

て
論
じ
、ま
た
卷
四
「
國
字
」
に
「
峠
」
な
ど
當
該
の
八
十
一
字
を
解
釋
し
て
い
る
。「
山

徑
を
闢
き
て
」、
峠
の
字
を
作
っ
た
と
い
う
こ
と
は
未
詳
。

（
2
）「

蠁
」
は
靈
氣
が
行
き
わ
た
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
樣
子
。
唐
の
楊
炯け
い

「
少
室
山
少

姨
廟
碑
」
に
「
騁
神
變
而
揮
霍
、
降
精
靈
而

蠁
（
神
變
を
騁は

せ
て
揮き

霍か
く

と
し
、
精
靈

を
降
し
て

蠁
た
り
）」と
あ
る
。こ
こ
で
は
靈
驗
あ
ら
た
か
な
こ
と
を
い
う
と
解
し
た
。

（
3
）
こ
の
句
は
、
巫
峽
の
神
女
に
ま
つ
わ
る
戰
國
楚
の
宋
玉
の
作
品
「
神
女
賦
」
を
典

故
に
用
い
た
も
の
。
中
國
の
巫
峽
に
神
女
が
い
る
よ
う
に
、
蘆
ノ
湖
畔
の
箱
根
神
社
に

神
に
奉
仕
す
る
美
女
が
必
要
だ
と
し
て
村
の
娘
を
幼
い
こ
ろ
か
ら
束
縛
し
、
無
殘
な
目

に
遇
わ
せ
な
い
よ
う
に
せ
よ
と
い
う
意
（
本
日
條
の
本
文
「
神
に
仕
え
て
い
る
の
は

…
…
」
參
照
）。

（
4
）「
丸
泥
」
は
、
關
所
の
閉
ま
り
を
固
め
る
泥
の
團
子
。
後
漢
時
代
、
東
か
ら
攻
め
寄

せ
る
劉
秀
を
防
ぐ
策
と
し
て
、
王
元
が
函
谷
關
を
泥
の
團
子
で
封
鎖
す
る
こ
と
を
說
い

た
故
事
（『
後
漢
書
』
隗
囂
傳
）
に
よ
る
。

（
5
）
こ
の
句
は
『
詩
經
』
小
雅
「
大
東
」
の
「
周
道
如
砥
、
其
直
如
矢
（
周
道
は
砥と
い
しの

如
く
、
其
の
直
き
こ
と
矢
の
如
し
）」
を
典
故
に
用
い
た
も
の
。「
周
道
」
は
「
周
の
東

西
の
幹
線
道
路
」（
白
川
靜
『
詩
經
雅
頌
1
』、
平
凡
社
「
東
洋

庫
」
六
三
五
、

一
九
九
八
年
六
月
、
頁
二
二
八
）。

（
6
）「
食
客
斅
鳴
雞
」
は
、
戰
國
時
代
、
齊
の
孟
嘗
君
が
秦
か
ら
夜
半
に
脫
出
す
る
時
、

彼
の
食
客
が
夜
明
け
を
告
げ
る
鷄
の
鳴
き
眞
似
を
し
て
函
谷
關
が
開
き
、
追
捕
の
難
を

逃
れ
た
故
事
（『
史
記
』
孟
嘗
君
列
傳
）
に
よ
る
。

（
7
）「
棹
」
は
舟
を
こ
ぐ
竿
、
櫂
。
ま
た
舟
を
い
う
。

（
8
）「
西
泠
」
は
浙
江
省
杭
州
市
の
西
湖
の
孤
山
の
西
北
に
架
か
る
橋
の
名
。
近
く
に
「
西

泠
印
社
」
が
あ
る
。

十
二
日

雨
。
八
時
、入
浴
し
て
か
ら
、外
に
出
て
散
步
す
る
。
附
近
に
古
刹
が
あ
る
。「
淸

水
山
」
と
額
に
題
す
る
。
門
外
の
古
木
は
空
に
屆
か
ん
ば
か
り
に
聳
え
、
泉
の
音

が
耳
に
騷
が
し
く
聞
こ
え
る
。
門
の
中
を
入
る
と
階
段
が
あ
り
、
そ
れ
を
上
る
。

三
十
段
ば
か
り
。
道
の
傍
ら
に
藤
原
藤
房
卿
お
手
植
え
の
松
が
あ
り
、高
さ
數
丈
、

太
さ
は
幾
人
か
で
抱
え
る
ほ
ど
。
ま
た
階
段
を
上
る
と
、
左
右
に
楠
や
ら
槇
な
ど

の
木
が
あ
り
、
ど
れ
も
數
百
年
も
の
で
あ
る
。
中
央
に
神
殿
が
あ
っ
て
藤
原
卿
を

祀
る
。
左
が
溫
泉
寺
、
後
が
大
觀
閣
。
側
に
明
治
十
二
年
の
石
碑
が
あ
っ
て
、
藤

原
卿
五
百
年
忌
を
記
念
し
て
立
て
ら
れ
た
も
の
。
そ
れ
か
ら
海
岸
を
散
策
。
幹
の

う
ね
っ
た
松
が
あ
り
、
古
び
た
さ
ま
は
名
狀
し
が
た
い
。「
宮
の
松
」
と
い
う
札

が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
俗
に
「
金
色
夜

の
松
」
と
い
い
、當
地
の
名
勝
の
一
つ
。

商
店
が
ぎ
っ
し
り
と
竝
ん
で
お
り
、
椿
油
・
漆
器
・
竹
製
品
・
雁
皮
紙
製
品
な
ど

が
名
產
品
と
い
わ
れ
て
い
る
。
以
前
、
鐵
道
は
御
殿
場
を
經
由
し
て
い
た
が
、
今

は
こ
こ
經
由
に
變
わ
っ
た
。
そ
れ
で
昔
よ
り
も
數
倍
の
繁
盛
で
あ
る
。
電
報
局
に

行
き
、
小
林
〔
忠
治
郞
〕
に
電
報
を
打
っ
て
旅
程
を
知
ら
せ
る
。
宿
に
歸
っ
て
晝

食
。
十
二
時
十
分
に
熱
海
驛
に
行
き
、
乾
郞
に
別
れ
、
下
關
行
き
列
車
に
乘
っ
て

南
行
し
、
七
時
五
十
分
に
京
都
驛
に
到
着
。
小
林
父
子
が
出
迎
え
。
ま
た
も
長
谷

川
家
（
旅
館
）
に
宿
を
と
る
。

京
都
寄
田
中　
　

京
都
に
て
田
中
に
寄
す

又
作
榑
桑
客　
　

又
た
榑
桑
の
客
と
作な

り

逢
君
鬢
未
華　
　

君
に
逢
ひ
て
鬢
未
だ
華
な
ら
ず

鶴
梅
僊
眷
屬（

1
）　

　

鶴
梅
は
僊
の
眷
屬

蟫
蠹
舊
生
涯　
　

蟫た
ん

蠹と　

舊ふ
る

き
生
涯

高
誼
雲
天
　
　

高
誼　

雲
天

は
る

か
に

離
愁
驛
路
　
　

離
愁　

驛
路

と
ほ

し

雙
魚
無
限
思（

2
）　

　

雙
魚　

無
限
の
思
ひ

飯
勸
常
加　
　

飯　

常
に
加
へ
ん
こ
と
を
勸
む

京
都
か
ら
田
中
〔
慶
太
郎
〕
に
寄
せ
る

ま
た
も
日
本
訪
問
の
旅
人
と
な
り
、
あ
な
た
と
お
會
い
し
た
が
、
ま
だ
鬢
髮
は



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
一
號

八
九

白
髮
交
じ
り
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
鶴
と
梅
が
仙
人
の
家
族
で
あ
っ
た
よ
う
に

妻
と
子
供
を
愛
し
、
紙
魚
と
木
食
い
蟲
の
つ
い
た
古
書
を
愛
好
す
る
生
き
方
を
昔

か
ら
續
け
て
お
ら
れ
る
。
ご
高
誼
に
あ
ず
か
っ
た
あ
な
た
と
雲
の
浮
か
ぶ
天
空
ほ

ど
遙
か
に
別
れ
、
東
と
西
に
驛
路
を
遠
く
距
て
る
別
離
を
悲
し
ん
で
い
ま
す
。
二

匹
の
魚
に
托
し
た
手
紙
に
盡
き
せ
ぬ
思
い
を
記
し
ま
し
た
。
常
々
食
事
を
多
く

攝
っ
て
健
康
に
お
過
ご
し
下
さ
い
。

（
1
）「
鶴
梅
」
の
句
は
、
北
宋
の
隱
士
の
林
和
靖
が
妻
子
を
も
た
ず
、
梅
と
鶴
を
妻
や
子

供
の
よ
う
に
愛
し
た
故
事
（「
梅
妻
鶴
子
」）
を
用
い
て
田
中
慶
太
郞
の
家
族
愛
を
い
っ

た
も
の
。

（
2
）「
雙
魚
」
の
二
句
は
、「
飮
馬
長
城
窟
行
」（『

選
』
卷
二
七
）
の
「
客
從
遠
方
來
、

遺
我
雙
鯉
魚
。
呼
兒
烹
鯉
魚
、
中
有
尺
素
書
。
長
跪
讀
素
書
、
書
中
竟
如
何
。
上
有
加

餐
食
、
下
有
長
相
憶
（
客
の
遠
方
よ
り
來
た
り
、
我
に
雙
鯉
魚
を
遺
る
。
兒
を
呼
び
て

鯉
魚
を
烹
る
に
、
中
に
尺
素
の
書
有
り
。
長
跪
し
て
素
書
を
讀
め
ば
、
書
中
竟
に
如
何
。

上
に
は
餐
食
を
加
へ
よ
と
有
り
、
下
に
は
長
く
相
憶
ふ
と
有
り
）」
を
用
い
た
も
の
。

十
三
日

晴
れ
。
八
時
、
小
林
來
談
。
そ
の
折
り
に
京
都
の
某
舊
家
の
委
托
賣
却
書
目
一

册
を
取
り
出
す
。
ひ
と
わ
た
り
見
て
、
數
點
に
印
を
つ
け
、
實
物
を
手
に
と
っ
て

見
た
い
と
彼
に
願
っ
た
。
仲
介
を
依
賴
し
て
上
海
の
某
君
所
藏
の
『

選
集
注
』

を
購
入
す
る
こ
と
の
結
果
を
大
阪
の
某
會
社
に
小
林
が
問
い
合
わ
せ
た
。『

選

集
注
』
は
、
我
が
國
の
五
代
時
代
の
寫
本
で
あ
る
。
六
臣
以
外
に
、
曹
憲
な
ど
の

注
を
合
わ
せ
て
お
り
、
六
臣
注
も
通
行
本
に
較
べ
て
優
れ
て
い
る
。
分
卷
か
ら
計

算
す
る
と
、一
百
二
十
卷
あ
っ
た
に
違
い
な
い（

1
）。
森
立
之
の
『
經
籍
訪
古
志
』（
卷

六
）
に
金
澤
稱
名
寺
に
零
本
が
所
藏
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
い
る
。
私
は
光
緖
か

ら
宣
統
に
か
わ
る
頃
、島
田
〔
翰
〕
と
出
か
け
て
探
し
出
し
て
三
十
二
卷
を
得
た
。

内
藤
〔
湖
南
〕
博
士
に
か
つ
て
話
し
、
彼
か
ら
政
府
に
進
言
し
、
國
寶
に
加
え
ら

れ
た
。
そ
の
頃
、我
が
國
の
公
使
館
の
田
〔
潛
〕
參
贊
が
殘
本
數
卷
を
購
入
し
た
。

私
は
田
君
か
ら
「
誄
詞
」
の
一
卷
（
卷
一
一
三
。
東
洋

庫
現
藏
）
を
入
手
で
き

た
。
田
君
は
歸
國
後
、
す
べ
て
琉
璃
廠
の
書
店
の
正
文
齋（

2
）に
賣
却
し
た
。
現
在
、

某
君
が
所
藏
し
て
い
る
の
は
正
文
齋
か
ら
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
甲
寅
（
民
國

三
年
、
一
九
一
四
）
に
私
は
玉
姬
を
妻
に
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
嫁
入
り
道

具
を
調
え
る
資
金
が
な
か
っ
た
の
で
、『
靜
志
居
詩
話
』
に
あ
る
朱
吉マ

マ

（
吉
士
）

が
美
人
の
召
使
い
と
袁
宏
『
後
漢
書マ
マ

（
紀
）』
と
を
交
換
し
た
故
事（

3
）を
逆
さ
ま
に

し
て
、
天
津
の
某
氏
に
割
愛
し
た
。
そ
の
後
、
琉
璃
廠
の
友
人
の
張
月
巖
が
こ
の

一
卷
を
入
手
し
、
一
萬
元
の
高
値
で
勝
山
〔
岳
陽
〕
に
賣
却
し
た
。
學
藝
界
の
誰

も
が
こ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
某
君
は
安
價
で
賣
る
こ
と
を
承
知
し

な
い
の
で
あ
る
。
小
林
が
何
度
も
懇
請
の
手
紙
を
出
し
て
く
れ
た
が
、
ま
だ
要
領

を
得
な
い
。
詳
し
く
い
き
さ
つ
を
話
し
、
な
お
も
後
々
に
策
を
考
え
て
も
ら
う
よ

う
に
し
た
。
私
逹
と
一
緖
に
嵐
山
・
淸
水
・
金
閣
寺
な
ど
を
遊
覽
。
一
休マ

マ庵
（
一

久
）
で
晝
食
を
と
る
。
當
地
の
有
名
な
精
進
料
理
店
で
、
ち
ょ
う
ど
上
海
の
功
德

林
の
よ
う
で
あ
る
。

三
時
頃
、

化
硏
究
會
（
東
方

化
學
院
京
都
硏
究
所
）
に
行
き
、
狩
野
〔
直

喜
〕
を
訪
問
。
ま
た
倉
石
〔
武
四
郞
〕・
吉
川
〔
幸
次
郞
〕
に
會
う
。
會
が
所
藏

す
る
叢
書
は
、
す
べ
て
蘭
泉
（
陶
湘
、
心
如
の
兄
）
か
ら
讓
渡
さ
れ
た
も
の
で

あ
る（

4
）。
そ
れ
ゆ
え
心
如
と
は
緣
が
と
り
わ
け
深
い
。
心
如
を
案
内
し
て
二
階
に

上
が
り
、一
つ
一
つ
手
で
撫
で
た
。陶
氏
は
叢
書
の
蒐
集
で
ひ
と
こ
ろ
有
名
で
あ
っ

た
。
一
部
一
部
ど
れ
も
初
印
お
よ
び
足
本
が
精
選
さ
れ
、
宋
元
の
古
刻
を
所
藏
す

る
以
外
に
、
獨
自
の
特
色
を
示
し
た
。
本
會
で
永
久
に
藏
儲
さ
れ
得
た
こ
と
は
、
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九
〇

蘭
泉
の
二
十
年
閒
積
み
重
ね
た
苦
心
を
裏
切
る
も
の
で
は
な
い
。
狩
野
と
續
編
四

庫
（
續
修
四
庫
全
書
）
の
進
行
を
討
論
す
る
。
こ
の
事
業
は
私
が
提
議
し
た
こ
と

で
、
本
來
、
編
集
員
に
加
わ
っ
て
い
た
が
、
そ
の
才
學
も
な
い
の
に
學
校
方
面
の

人
員
の
數
に
入
れ
ら
れ
、
兼
務
す
る
餘
裕
が
な
い
の
で
、
福
建
の
黄
公
渚
が
博
學

多
識
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
彼
に
擔
當
さ
せ
る
よ
う
推
薦
し
た
。
狩
野
は
こ
れ
に
贊

同
し
た
。
つ
い
で
〔
内
藤
〕
湖
南
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
話
し
、
彼
が
遺
し
た
も

の
を
見
て
は
そ
の
死
を
と
も
に
深
く
悼
ん
だ
。

續
い
て
小
林
の
別
莊
に
行
き
、御
母
堂
に
會
う
。以
前
と
同
樣
に
お
元
氣
で
あ
っ

た
。
晩
に
小
林
が
陶
陶
亭
で
宴
會
を
開
い
て
く
れ
る
。
北
京
や
天
津
の
風
味
に
と

て
も
似
て
い
る
。
歸
途
、
佐
佐
木
書
店
（
竹
苞
樓
）
に
行
き
、
紫
式
部
の
『
源
氏

物
語
』
を
購
入
。
本
書
は
後
宮
の
瑣
事
を
記
し
、あ
た
か
も
我
が
國
の
『
紅
樓
夢
』

の
よ
う
で
あ
る
。
殘
念
な
こ
と
に
、
當
時
の
方
言
で
書
か
れ
て
お
り
、
和
學
に
造

詣
深
い
も
の
で
な
い
と
、
そ
の
神
祕
的
な
境
地
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
心

如
は
「
紅
學
」
を
耽
愛
し
て
お
り
、
か
つ
て
脂
硯
齋
の
第
四
次
改
訂
本（

5
）を
見
た

こ
と
が
あ
り
、『
脂
硯
餘
聞
』
の
一
篇
を
著
し
た
。
そ
れ
で
本
書
は
、
曹
雪
芹
が

一
家
の
榮
華
を
書
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
始
め
て
分
か
っ
た
。
通
行
本
の
評
語

で
は
隔
靴
搔
痒
の
感
が
あ
る
。
本
日
、
田
中
が
日
本
圓
二
千
圓
を
入
金
し
、
程
雲

岑
に
渡
す
よ
う
依
賴
し
た
。

（
1
）『

選
集
注
』
の
現
存
本
は
、
か
つ
て
『
京
都
帝
國
大
學

學
部
影
印
舊
鈔
本
叢
書
』

（
一
九
三
五
―
一
九
四
二
）に
影
印
さ
れ
、そ
の
後
に
發
見
さ
れ
た
も
の
を
增
補
し
た『
唐

鈔

選
集
注
彙
存
』（
周
勛
初
編
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
八
月
再
版
增
補
）

に
集
成
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）「
正

齋
」
は
譚
錫
慶
が
光
緖
二
十
五
年
に
開
設
し
、
二
十
餘
年
閒
、
營
業
し
た
古

書
肆
で
あ
る
（
孫
殿
起
『
琉
璃
廠
小
志
』、
北
京
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
二
年
九
月
、

頁
一
一
六
に
よ
る
）。

（
3
）『
靜
志
居
詩
話
』
は
淸
初
の
朱
彝
尊
の
著
で
あ
る
が
、
こ
の
故
事
は
現
行
の
『
靜
志

居
詩
話
』
に
は
見
え
ず
、
彼
の
別
の
著
書
『
明
詩
綜
』
卷
八
五
の
「
朱
大
韶
婢
」
の
詩

に
引
く
「
詩
話
（
靜
志
居
詩
話
）」
に
見
え
る
。
明
代
の
藏
書
家
の
朱
大
韶
が
宋
版
『
後

漢
紀
』
を
美
婢
に
交
換
し
た
と
い
う
逸
話
。「
朱
吉
」
は
朱
吉
士
（
吉
士
は
官
名
、
庶

吉
士
）
の
誤
り
。

（
4
）
藏
書
家
と
し
て
の
陶
湘
（
一
八
七
〇
―
一
九
四
〇
）
に
つ
い
て
は
蘇
精
『
近
代
藏

書
三
十
家
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
九
年
四
月
）
の
「
陶
湘
涉
園
」
に
詳
し
い
。

（
5
）「
脂
硯
齋
の
第
四
次
改
訂
本
」
の
『
紅
樓
夢
』
に
つ
い
て
は
、
本
書
卷
七
・
一
月

十
三
日
條
の
注
參
照
。

十
四
日

晴
れ
。
八
時
に
小
林
が
長
男
と
一
緖
に
書
籍
を
運
ん
で
く
る
。
二
點
【
書
目
は

後
に
列
記
】
選
び
、
値
段
が
折
り
合
っ
た
の
で
取
り
置
く
。
そ
し
て
我
々
と
一
緖

に
高
野
山
に
出
か
け
る
。
路
線
は
全
く
前
年
一
月
十
二
日
と
同
じ
に
し
た
。
極
樂

橋
に
到
着
し
て
、親
王
院
に
前
も
っ
て
電
話
を
し
て
お
く
。
自
動
車
に
乘
り
換
え
、

大
門
ま
で
行
く
。
水
原
〔
堯
榮
〕
住
職
が
給
仕
の
も
の
を
遣
わ
し
待
た
せ
て
い
た
。

往
年
は
い
つ
も
女
人
堂
か
ら
大
門
を
經
由
し
た
が
、
今
回
は
初
め
て
徒
步
で
金
堂

と
〔
根
本
〕
大
塔
を
過
ぎ
る
。
親
王
院
に
着
い
た
頃
は
す
で
に
十
二
時
を
ま
わ
っ

て
い
た
。
水
原
に
會
い
、
御
無
沙
汰
の
挨
拶
を
交
わ
す
。
晝
食
後
、
金
剛
峰
寺
か

ら
井
村
が
使
い
と
し
て
出
迎
え
に
來
る
。
井
村
の
父
は
以
前
、
靈
寶
館
の
職
員
で

あ
り
、
彼
と
は
知
り
合
い
で
あ
っ
た（

1
）。
彼
の
近
況
を
訊
ね
る
と
、
す
で
に
昨
年

死
去
し
た
と
の
こ
と
で
、
驚
き
に
堪
え
な
か
っ
た
。
井
村
に
付
き
從
い
金
剛
峰
寺

に
行
く
。
水
原
が
す
で
に
先
に
來
て
い
て
、
寺
僧
と
我
ら
客
人
を
柳
の
閒
に
迎
え

入
れ
る
。
新
築
の
部
屋
の
襖
に
は
印
度
の
雪
山
（
ヒ
マ
ラ
ヤ
）
全
山
が
畫
か
れ
て

お
り
、
非
常
に
力
強
い
。
一
時
閒
ほ
ど
談
話
す
る
。
私
逹
に
高
野
山
の
歷
史
と
寶
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物
の
寫
眞
帳
を
贈
呈
。
お
別
れ
し
て
、
ま
た
も
井
村
の
付
き
添
い
で
靈
寶
館
に
行

く
。
主
任
の
堀
田
に
會
う
。
こ
の
人
は
長
く
北
京
に
い
た
の
で
、
中
國
語
が
で
き

る
。
新
發
見
の
『
文
館
詞
林
』
卷
六
六
六
・
六
六
七
の
二
卷
を
出
し
て
見
せ
る
。

長
さ
は
七
丈
餘
り
あ
っ
て
、箱
の
中
の
別
紙
に
は
「
寶
壽
院
」
と
書
い
て
あ
る
が
、

箱
の
端
に
は
「
寶
性
院
」
と
書
い
て
あ
る
。
名
前
の
違
い
を
訊
ね
て
み
て
、
元
は

「
寶
性
」
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
「
寶
壽
」
と
改
ま
っ
た
の
で
、
前
回
に
探
し

回
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
よ
う
や
く
分
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
奧
の
院
に
行
き
參
拜
し

て
歸
る
。
水
原
が
晩
餐
を
共
に
し
よ
う
と
誘
っ
て
く
れ
る
。
自
家
製
の
豆
腐
が
と

て
も
美
味
し
か
っ
た
。
彼
に
「
白
雲
山
房
」「
琉
璃
山
房
」
の
二
枚
の
扁
額
を
揮

毫
し
て
記
念
に
す
る
。

『
剪
燈
叢
話
』
十
二
卷（

2
）

明
刻
本
。
未
だ
編
輯
姓
氏
を
著
は
さ
ず
。
唐
以
後
の
各
家
の
小
說
を
薈わ
い
す
い萃
し
、

亦
た
『
靑
瑣
高
議
』『
剪
燈
新
話
』
の
流
亞
な
り
。
其
の
詳
目
を
錄
す
る
こ
と
後

の
如
し
。
內
に
未
だ
傳
本
を
見
ざ
る
有
り
て
、
殊
に
貴
ぶ
べ
き
と
爲
す（

3
）。

卷
之
一

嬌
紅
記
【
中
州
の
李

く

】　

桃
帕
傳
【
宋
の
王
右
】　

玉
簫
傳
【
江
羣
の
文

木
】　

流
紅
記
【
魏
陵
の
張
實
】　

遠
烟
記
【
元
の
劉

】　

賈
午
傳
【
唐

の
王
彬
】　

崔
護
傳
【
唐
の
孟
啓
】

卷
之
二

博
異
志
【
唐
の
鄭
還
古
】　

春
夢
錄
【
元
の
鄭
禧
】　

卻
き
や
く

要
傳
【
闕
名
】　

陶
峴
傳
【
唐
の
司
空
圖
】　

狄て
き

氏
傳
【
宋
の
康
譽
之
】　

河
間
傳
【
唐
の
柳

宗
元
】　

婦
傳
【
歙せ
ふ

の
潘
之
恆
】　

裴は
い
し
ん諶
傳
【
闕
名
】　

梁
淸
傳
【
宋
の

劉
敬
叔
】　

王
魁
傳
【
宋
の
柳
貫
】

卷
之
三

芙
蓉
屛
記【
廬
陵
の
李
禎
】　

鞦
韆
會
記【
廬
陵
の
李
禎
】　

聯
芳
樓
記【
闕

名
】　

聚
景
園
記
【
山
陽
の
瞿
祐
】　

牡
丹
燈
記
【
元
の
陳
愔い
ん

】　

金
鳳
釵

記
【
元
の
柳
貫
】　

綠
衣
人
記
【
元
の
吾
衍
】　

鬱
輪
袍
傳
【
唐
の
鄭
還
古
】　

金
縷
裙
記
【
■
■
】（

4
）　

丹
靑
扇
記
【
元
の
周
士
】　

燕
子
樓
傳
【
宋
の
王

惲う
ん

】

卷
之
四

天
上
玉
女
記
【
晉
の
賈
善
翔
】　

太
古
蠶
馬
記
【
吳
の
張
儼
】　

古
墓
斑
狐

記
【
晉
の
郭
頒
】　

東
越
祭
蛇
記
【
晉
の
干
寶
】　

秦
女
賣
枕
記
【
晉
の
干

寶
】　

楚
王
鑄
劔
記
【
漢
の
趙
曄え

ふ

】　

蘇
娥
訴
冤
記
【
晉
の
干
寶
】　

夜
冢

決
賭
記
【
涿
州
の
孫
緖
】　

泰
山
生
令
記
【
晉
の
司
馬
彪
】　

縻び

生
瘞え
い
じ
ゆ
つ

記
【
晉
の
王
嘉
】　

烏
衣
鬼
軍
記
【
晉
の
李
朏ひ

】　

夏
侯
鬼
語
記
【
晉
の
孔

曄
】　

泰
岳
府
君
記
【
晉
の
庾
翼
】　

司
馬
才
仲
傳
【
宋
の
王
宇
】

卷
之
五

吳
女
紫
玉
記
【
漢
の
趙
曄
】　

同
昌
宮
主
傳
【
唐
の
蘇
鶚
】　

陽
羨
書
生
傳

【
唐
の
鄭
還
古
】　

櫻
桃
靑
衣
傳
【
唐
の
任
蕃
】　

震
澤
龍
女
傳
【
唐
の
薛

瑩え
い

】　

彭は
う
れ
い蠡
小
龍
傳
【
宋
の
王
惲
】　

於
菟
夜
兒
傳
【
明
の
王
禮
】　

度
朔

君
別
傳
【
晉
の
干
寶
】　

山
陽
死
友
傳
【
晉
の
蔣
濟
】　

華
岳
神
女
傳
【
闕

名
】　

嵩
岳
嫁
女
記
【
闕
名
】　

江
淮
異
人
錄
【
宋
の
吳
淑
】

卷
之
六

香
車
和
雪
記
【
廬
陵
の
李
禎
】　

西
閣
寄
梅
記
【
錢
唐
の
瞿
祐
】　

渭
塘
奇

遇
傳
【
明
の
馬
龍
】　

蓮
塘
二
姬
傳
【
元
の
徐
觀
】　

桃
花
仕
女
傳
【
靑
門
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の
沈
仕
】　

紅
裳
女
子
傳
【
宋
の
鄭
景
璧
】　

南
樓
美
人
傳
【
元
の
楊
維
楨
】　

徐
氏
洞
簫
記
【
長
洲
の
陸
■
】　

獨
孤
見
夢
記
【
唐
の
孫

】　

王
幼
玉
記

【
洪
上
の
李
師
尹
】　

趙
喜
奴
傳
【
闕
名
】　

三
女
星
傳
【
元
の
吳
衍
】　

織

女
星
傳
【
宋
の
張
君
房
】　

張
女
郞
傳
【
元
の
劉

】

卷
之
七

章
臺
柳
傳【
唐
の
許
堯
佐
】　

陳
希
夷
傳【
南
燕
の
龎
覺
】　

揚
州
夢
傳【
唐

の
于

】　

杜
子
春
傳
【
唐
の
鄭
還
古
】　

王
渙
之
傳
【
唐
の
薛
用
弱
】　

蔣
子
文
傳
【
唐
の
羅

】　

奇
男
子
傳
【
唐
の
許
棠
】　

黒
崑
崙
傳
【
唐
の

馮
延
巳
】　

聶で
ふ

隱
娘
傳
【
唐
の
鄭
文
寳
】　

董
漢
女
傳
【
闕
名
】　

琵
琶
婦

傳
【
唐
の
白
居
易
】

卷
之
八

烏
將
軍
傳
【
江
瑩
】　

中
山
狼
傳
【
宋
の
謝
良
】　

義
虎
傳
【
吳
郡
の
祝
允

明
】　

人
虎
傳
【
唐
の
李
景
亮
】　

小
蓮
記
【
元
の
劉

】　

獵
狐
記
【
唐

の
孫
恂じ

ゆ
ん】　

白
蛇
記
【
闕
名
】　

鸚
哥
傳
【
宋
の
何
薳
】　

才
鬼
記
【
宋
の

張
君
房
】　

靈
鬼
志【
唐
の
荀
氏
】　

鬼
園
記【
宋
の
洪
邁
】　

鬼
國
續
記【
宋

の
洪
邁
】

卷
之
九

大
靑
樓
宴
記
【
宋
の
蔡
京
】　

保
和
曲
宴
記
【
宋
の
蔡
京
】　

延
福
曲
宴
記

【
宋
の
李
邦
彥
】　

廣
寒
殿
記
【
宣
德
御
製
】　

龍
壽
丹
記
【
宋
の
蔡
襄
】　

遊
仙
夢
記
【
宋
の
蘇
轍
】　

煮
茶
夢
記
【
元
の
楊
維
楨
】　

巫
山
夢
記
【
楚

の
宋
玉
】　

謝
石
拆
字
傳
【
宋
の
陳
直
】　

鬼
靈
相
墓
傳
【
宋
の
陳
直
】　

惠
民
藥
局
記
【
宋
の
沈
括
】　

樂
平
耕
民
傳
【
宋
の
劉
渭
】

卷
之
十

閩び
ん

海
蠱こ

毒
記
【
宋
の
楊
朏ひ

】　

海
外
怪
洋
記
【
宋
の
洪
芻す
う

】　

寺
塔
放
光
記

【
吳
郡
の
王
世
貞
】　

瓦
缶ふ

冰
花
記
【
宋
の
何
薳
】　

海
市
奇
觀
記
【
明
の

張
沂
】　

獨
脚
五
通
記
【
宋
の
方
亮
】　

江
南
木
客
記
【
宋
の
洪
邁
】　

中

霤
神
記
【
宋
の
何
薳
】　

金
華
神
記
【
宋
の
崔
伯
易
】　

猿
王
神
記
【
宋
の

洪
邁
】　

五
方
神
記
【
楚
の
柳
胡
】　

子
姑
神
傳
【
宋
の
蘇
軾
】　

紫
姑
神

傳
【
宋
の
沈
括
】

卷
之
十
一

韓
仙
傳
【
唐
の
韓
若
雲
】　

邢
仙
傳
【
宋
の
王
明
淸
】　

申
宗
傳
【
唐
の
孫

】　

唐
珏か

く

傳【
明
の
張
孟
� 
】　

阿
寄
傳【
錢
塘
の
田
汝
成
】　

朱
冲
傳【
宋

の
趙
彥
衞
】　

仙
箕
傳【
宋
の
周
密
】　

杜
秋
傳【
唐
の
杜
牧
】　

妙
女
傳【
唐

の
顧
非
熊
】

向し
や
う

氏
傳
【
宋
の
周
密
】　

文
捷
傳
【
宋
の
沈
括
】

卷
之
十
二

碁
待
詔
傳
【
宋
の
李
述
】　

暢
純
父
傳
【
宋
の
陸
友
仁
】　

方
萬
里
傳
【
宋

の
陳
侃
】　

張
鋤
柄
傳
【
宋
の
張
世
南
】　

何
簑
衣
傳
【
宋
の
岳
珂
】　

王

實
之
傳
【
宋
の
周
密
】　

王
玄
之
傳
【
莆
田
の
陳
音
】　

錢
履
道
傳
【
睦
州

の
陳
旺
】　

丁
新
婦
傳
【
晉
の
殷
基
】　

鍼し
ん

異
人
傳
【
宋
の
虞
防
】

劍
嘯
閣
批
評
出
像
隋
史
遺

十
二
卷（

5
）

明
の
崇
禎
刻
本
。
撰
人
の
名
無
し
。
前
に
吉
衣
主
人
の
序
有
り
、
殆
ど
卽
ち
撰

人
な
ら
ん（

6
）。
每
卷
五
回
、
凡
そ
六
十
回
。
每
回
の
出
像
の
筆
墨
、
精
雅
絶
倫
。

大お
ほ
む
ね致
『
隋
唐
演
義
』
の
隋
の
部
分
を
節
取
し
、
竝
び
に
其
の
『
隋
陽
豔
史
』
と
重

複
す
る
者
を
刪
る
。『
演
義
』
を
取
り
て
對
照
す
れ
ば
、
其
の
刪
改
の
跡
を
尋
ぬ



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
一
號

九
三

べ
き
な
り
。
其
の
目
を
錄
す
る
こ
と
後
の
如
し
。

卷
一第

一
回

奪
嫡
を
圖
り
て
晉
王
は
功
を
樹
て　

亂
源
を
塞
ぎ
て
李
淵
は
恨
み
を
惹ひ

く
第
二
回

隋
主
は
讒
を
信
じ
て
太
子
を
廢
し　

張
衡
は
讖
を
造
り
て
李
淵
を
危
く

す
第
三
回

齊
州
城
の
豪
傑
は
身
を
奮
ひ　

樹
崗
の
唐
公
は
盗
に
遇
ふ

第
四
回

秦
叔
寳
は
途
次
に
唐
公
を
救
ひ　

竇
夫
人
は
寺
中
に
世
子
を
生
む

第
五
回

柴
公
子
は
劔
を
舞
ひ
て
姻
緣
を
得　

秦
解
頭
は

を
領
し
て
擔
閣
を
喫

す

卷
二第

六
回

蔡
太
守
は
時
に
隨
ひ
て
賞
罰
を
行
ひ　

王
小
二
は
面
を
轉
じ
て
炎
涼
を

起
こ
す

第
七
回

三
義
坊
に
簡
（
武
器
）
を
當
（
質
入
れ
）
し
腌
臢
（
汚
れ
）
を
受
け　

二
賢
莊
に
馬
を
賣
り
豪
傑
を
識
る

第
八
回

酒
肆
に
入
り
て
驀に

は
かに
舊
識
の
人
に
逢
ひ　

飯
錢
を
還
し
て
徑た
だ
ちに
回
鄕
の

路
を
取
る

第
九
回

魏
玄
成
は
留
ま
り
て
東
岳
廟
に
住
み　

單
員
外
は
迎
へ
て
二
賢
莊
に
往

く
第
十
回

樊
建
威
は
雪
を
冒
し
て
行
蹤マ

マ

（
踪
）
を
訪
ね　

單
員
外
は
金
を
贈
り
禍

水
を
貽お
く

る

卷
三第

十
一
回

衆
捕
人
は
大
い
に

さ
う

角
林
を
閙さ
わ
がし　

好
漢
子
は
縛
せ
ら
れ
て
潞
州
府
に

進
む

第
十
二
回

罪
案
を
定
め
發
し
て
幽
州
の
地
に
配
せ
ら
れ　

擂
臺
に
打
ち
て
名
を
順

義
村
に
揚
ぐ

第
十
三
回

張
公
瑾
は
二
尉う

つ

遲ち

に
轉
託
し　

秦
叔
寳
は
羅
帥
府
に
解
し
到
る

第
十
四
回

羅
夫
人
は

を
見
て
傷
悲
を
起
こ
し　

羅
公
子
は
父
を
瞞
し
て
操
演
を

翫
ぶ

第
十
五
回

勇
な
る
秦
瓊
は
簡
を
舞
ひ
て
三
軍
を
服
し　

小
さ
き
羅
成
は
鷹
を
射
て

一
弩
を
助
く



董
康
『
書
舶
庸
譚
』
九
卷
本
譯
注
（
八
）

九
四

卷
四第

十
六
回

羅
元
帥
は
書
を
作
り
蔡
守
に
貽お

く

り　

秦
叔
寳
は
金
を
贈
り
柳
氏
に
報
ゆ

第
十
七
回

單せ
ん

雄
信
は
促
し
て
秦
叔
寳
を
歸
ら
し
め　

來
総
管
は
遣
は
し
て
楊
越
公

を
賀
せ
し
む

第
十
八
回

齊
國
遠
は
嘯
き
て
少
華
山
に
聚
め　

秦
叔
寳
は
引
き
て
承
福
寺
に
入
る

第
十
九
回

柴
郡
馬
は
留
ま
り
て
報
德
祠
に
寓
し　

陶
蒼
頭
は
送
り
て
光
泰
門
に
進

む
第
二
十
回

收
禮
官
の
英
雄
は
氣
色
を
識
り　

打
球
場
の
公
子
は
豪
華
を
逞た

く
まし
く
す

卷
五第

二
十
一
回

齊
國
遠
は
興
を
漫
に
し
て
球
場
に
立
ち　

柴
郡
馬
は
伴
を
挾
み
て
燈
市

に
遊
ぶ

第
二
十
二
回

長
安
の
婦
人
は
燈
を
觀
て
月
に
步
み　

宇
文
公
子
は
勢
に
倚
り
淫
を
宣

ぶ
第
二
十
三
回

老
婦
人
は
去
る
を
失
ひ
冤
情
を
訴
へ　

衆
好
漢
は
憤
り
を
抱
き
義
擧
を

成
す

第
二
十
四
回

蒸
淫
を
恣
に
し
て
太
子
は
花
に
迷
ひ　

弑
逆
を
躬み

づ
から
し
て
楊
廣
は
位
を

簒う
ば

ふ

第
二
十
五
回

新
皇
大
い
に
驕
奢
を
逞
し
く
し　

黔
首
備つ

ぶ

さ
に
塗
毒
に
遭
ふ

卷
六第

二
十
六
回

二
百
里
の
海
山 

勝
景
を
開
き　

十
六
院
の
嬪
御 

豪
華
を
鬪
は
す

第
二
十
七
回

程

金
は
柴

（
竹
の
熊
手
）
を
賣
る
處
無
く　

尤
俊
逹
は
銀
槓
を
劫

す
る
心
有
り

第
二
十
八
回

長
葉
林
の
响
馬
は
自
ら
名
を
通
じ　

齊
州
城
の
太
守
は
盗
を
捕
ら
へ
ん

こ
と
を
請
ふ

第
二
十
九
回

單
雄
信
は
馳
せ
て
綠
林
の
箭
を
送
り　

程

金
は

け

り
て
楊
木
の
板
を

斷
つ

第
三
十
回

秦
叔
寳
は
官
に
回か

へ

り
て
笞ち

責
を
受
け　

賈
潤
甫
は
客
に
接
し
て
疑
猜
を

惹
く

卷
七第

三
十
一
回

程

金
は
酒

に
て
盜
狀
を
供
し　

秦
叔
寶
は
燭
焰
も
て
捕
批
を
燒
く



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
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紀
要　

第
十
一
號

九
五

第
三
十
二
回

衆
豪
傑
は
堂
に
登
り
鶴
算
を
祝
ひ　

老
夫
人
は
慶
を
受
け
霞
觴
を
飮
む

第
三
十
三
回

李
玄
邃
（
李
密
）
は
來
總
管
に
關
節
し　

柴
嗣
昌
は
劉
刺
史
に
請
托
す

第
三
十
四
回

牛
家
集
に
努
力
し
て
奸
を
除
き　

睢
陽
城
に
直
言
し
て
忌
に
觸
る

第
三
十
五
回

徐
世
勣
は
盃
酒
も
て
英
雄
を
論
じ　

秦
叔
寳
は
邂
逅
し
て
異
士
を
得

卷
八第

三
十
六
回

隋
主
遠
く
影
國
に
征
し　

郡
丞
下
り
て
賢
豪
を
禮
す

第
三
十
七
回

秦
叔
寳
は
智
も
て
浿は

い

水
を
取
り　

來
護
兒
は
大
い
に
平
壤
に
戰
ふ

第
三
十
八
回

宇
文
述
は
冤
仇
に
報
い
ん
こ
と
を
計
り　

來
總
管
は
豪
傑
を
援す

く

は
ん
こ

と
に
力つ

と

む

第
三
十
九
回

王
薄
は
衆
に
倡
へ
て
山
東
に
亂
し　

須
陀
は
一
日
に
し
て
四
賊
を
破
る

第
四
十
回

寡 

衆
に
敵
し

水
に
功
を
成
し　

客 

主
と
作
り
祝
阿
に
捷
を
奏
す

卷
九第

四
十
一
回

楊
玄
感
は
諫
め
に
愎も
と

り
成
を
敗そ
こ
なひ　

李
玄
邃
は
財
を
輕
ん
じ
禍
を
脫
す

第
四
十
二
回

叔
寳
は
計
も
て
密
友
を
全
く
し　

宇
文
は
巧
に
忠
貞
を
陷
る

第
四
十
三
回

秦
瓊
と
須
陀
を
雪そ
そ

が
ん
と
し
て
密
疏
を
馳
せ　

秦
母
と
士
信
を
保
ち
山

東
に
反
す

第
四
十
四
回

瓦
崗
塞
に
雄
信
は
重
ね
て
會
し　

滎け
い

陽や
う

郡
に
須
陀
は
節
に
死
す

第
四
十
五
回

須
陀
を
祭
り
李
密
に
逢
ひ　

回
洛
（
廻
洛
城
）
に
戰
ひ
倉
城
を
取
る

卷
十第

四
十
六
回

潤
甫
は
巧
に
仁
基
を
說
き　

世
勣
は
智
も
て
黎
陽
を
取
る

第
四
十
七
回

翟
讓
を
殺
し
て
魏
公
（
李
密
）
は
獨
り
覇
た
り　

世
充
を
破
り
叔
寳
は

功
を
建
つ

第
四
十
八
回

唐
公
は
晉
陽
に
義
を
擧
げ　

李
氏
は

こ

縣
に
兵
を
聚
む

第
四
十
九
回

李
密
は
盟
を
唐
公
に
結
び　

叔
寳
は
李
靖
を
救
は
ん
こ
と
に
力
む

第
五
十
回

宇
文
は
江
都
に
主
を
弑
し　

李
密
は
永
濟
に
鏖あ

う

兵
す

卷
十
一

第
五
十
一
回



董
康
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舶
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九
卷
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（
八
）

九
六

世
充
は
擅
政
し
て

都
を
殺
し　

知
節
は
單
騎
に
し
て
行
儼
を
救
ふ

第
五
十
二
回

世
充
は
詭
計
も
て
魏
兵
を
敗
り　

玄
邃
は
反
覆
し
て
熊
耳
に
死
す

第
五
十
三
回

秦
叔
寶
は
主
を
失
ひ
鄭
に
歸
し　

程
知
節
は
計
を
決
し
唐
に
降
る

第
五
十
四
回

河
東
に
冦
し
武
周
は
入
り
て
犯
し　

美
良
に
戰
ひ
叔
寶
は
功
を
豎た

つ

第
五
十
五
回

敬
德
に
降
り
河
東
大
い
に
定
ま
り　

李
藝
を
救
ひ
兄
弟
相
逢
ふ

卷
十
二

第
五
十
六
回

士
信
は
鎗や

り

も
て
玄
應
に
挑
み　

敬
德
は
槊ほ
こ

も
て
雄
信
を
刺
す

第
五
十
七
回

秦
王
（
李
世
民
）
は
兵
も
て
洛
陽
を
圍
み　

鄭
王
（
王
世
充
）
は
夏
主

（
竇
建
德
）
を
救
は
ん
こ
と
を
求
む

第
五
十
八
回

秦
王
は
虎
牢
に
て
要
を
扼
し　

建
德
は
氾
水
に
て
擒
に
就
く

第
五
十
九
回

羽
翼
孤
と
な
り
鄭
王
は
面
縛
し　

交
情
深
く
叔
寳
は
割
股
す

第
六
十
回

二
た
い

除
か
れ
秦
王
は
眞
に
卽
き　

百
戰
の
勳
も
て
叔
寶
は
爵
を
錫た
ま

は
る

（
1
）
井
村
氏
の
父
、
米
太
郞
氏
は
本
書
卷
四
上
・
四
月
二
十
二
日
條
に
靈
寶
館
の
「
主
任
」

と
し
て
登
場
し
て
い
る
。

（
2
）
董
康
所
藏
の
本
版
『
剪
燈
叢
話
』
は
、程
毅
中
「
十
二
卷
本
《
剪
燈
叢
話
》
補
考
」（「

獻
」
一
九
九
〇
年
二
期
、『
程
毅
中

存
』
二
〇
〇
〇
六
年
九
月
、
中
華
書
局
、
再
錄
）

に
よ
れ
ば
「
北
京
圖
書
館
（
現
國
家
圖
書
館
）
善
本
部
」
に
歸
し
た
と
い
う
。

（
3
）
前
掲
の
程
氏
論

は
、
本
書
に
「
編
輯
姓
氏
」
は
な
い
が
、
本
書
の
虞
淳
熙
の
序

に
「
自
好
子
」
が
編
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
と
い
い
、
本
書
收
錄
の
小
說
は
「
唐

以
後
」
で
は
な
く
、六
朝
の
も
の
も
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
陳
良
瑞
「《
剪

燈
叢
話
》
考
證
」（「

學
遺
產
增
刊
」
第
十
八
輯
、
山
西
人
民
出
版
社
、
一
九
八
九
年

三
月
）
お
よ
び
程
氏
論

は
所
收
作
の
資
料
源
と
作
者
の
考
證
を
行
い
、『
剪
燈
叢
話
』

が
も
と
の
題
名
と
作
者
名
を
妄
り
に
改
め
る
と
こ
ろ
が
殆
ど
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
の
で
、
本
書
を
董
康
の
ご
と
く
「
內
に
未
だ
傳
本
を
見
ざ
る
有
り
て
、
殊
に

貴
ぶ
べ
き
と
爲
す
」
と
評
價
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

（
4
）
程
氏
論

に
よ
る
と
、
原
書
は
「
金
縷
裙
記
」
の
撰
者
名
を
缺
く
が
、
實
は
宋
の

高
彥
休
の
作
で
あ
り
、
本
作
は
彼
の
『
闕
史
』
卷
下
の
「
韋
進
士
見
亡
妓
」
で
あ
る
と

い
う
。

（
5
）「
劍
嘯
閣
批
評
出
像
隋
史
遺

」
の
書
名
は
、『
古
本
小
說
叢
刊
』（
中
華
書
局
、

一
九
九
〇
年
八
月
、影
印
早
稻
田
大
學
所
藏
細
野
燕
臺
舊
藏
本
）
や
『
古
本
小
說
集
成
』

（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
、
影
印
國
會
圖
書
館
所
藏
本
）
に
よ
る
と
目
錄
の
も

の
で
、
本
文
卷
頭
は
「
劍
嘯
閣
批
評
祕
本
出
像
隋
史
遺

」
と
あ
る
。

（
6
）「
吉
衣
主
人
」
は
、
明
の
袁
于
令
（
明
萬
曆
二
十
七
〈
一
五
九
九
〉
―
淸
康
熙
十
三

〈
一
六
七
四
〉）
の
別
號
。
袁
于
令
は
ま
た
名
を
晉
と
い
い
、「
劍
嘯
閣
」
と
も
號
し
、

戲
曲
作
家
と
し
て
著
名
。
大
塚
秀
高
『
增
補
中
國
通
俗
小
說
書
目
』（
汲
古
書
院
、

一
九
八
七
年
五
月
、
頁
二
〇
三
）
に
は
、
北
京
圖
書
館
（
現
國
家
圖
書
館
）
と
北
京
大

學
な
ど
の
中
國
所
藏
本
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
董
康
本
の
現
藏
は
未
詳
。
ち
な
み
に
劉

忠
校
點
本
（「
中
國
小
說
資
料
叢
書
」、
人
民

學
出
版
社
、
一
九
八
九
年
九
月
）
の

書
影
に
は
田
安
家
の
藏
印
（「
田
安
／
府
芸
／
臺
印
」
方
印
）
が
捺
さ
れ
た
本
を
掲
載

す
る
。

十
五
日

早
朝
、
土
砂
降
り
の
雨
。
昨
日
、
今
日
は
大
學
林
と
金
堂
の
內
部
を
見
學
し
、

歸
り
道
に
法
隆
寺
に
回
っ
て
百
萬
塔
を
調
査
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
私
逹
が

雨
具
を
用
意
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
中
止
し
た
。
八
時
、
永
代
祠
堂
に
行
き
參
拜

し
、
線
香
代
に
百
圓
置
い
て
お
く
。
水
原
に
お
別
れ
し
、
女
人
堂
か
ら
下
山
。
私



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
一
號

九
七

逹
は
登
山
車
（
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
）
の
最
後
尾
に
座
っ
た
。
下
を
見
る
と
見
渡
す
限

り
の
白
雲
。
ケ
ー
ブ
ル
が
銳
角
狀
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
始
め
て
氣
付
い
た
。
天

地
の
境
目
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
元
來
た
道
を
と
り
、
午
後
二
時
半
に
京
都

驛
に
到
着
。
旅
館
に
戾
っ
て
少
し
休
憩
し
て
か
ら
、
大
丸
に
買
い
物
に
行
く
。
そ

れ
か
ら
小
林
の
工
場
に
行
き
、
長
い
閒
撮
り
た
め
た
書
籍
の
寫
眞
を
調
べ
る
。
私

逹
の
乘
船
券
は
上
海
丸
と
長
崎
丸
の
二
つ
の
連
絡
船
に
限
定
さ
れ
て
い
た
が
、
歸

國
の
氣
持
ち
が
高
ま
っ
た
の
で
、
豫
定
を
早
め
小
林
か
ら
船
會
社
に
賴
ん
で
も
ら

い
、
歐マ

マ州（
1
）航
路
の
秩
父
丸
に
乘
り
換
え
る
こ
と
に
し
た
。
相
談
が
う
ま
く
ゆ
き

明
日
の
出
發
に
決
ま
っ
た
。宿
に
戾
る
と
す
で
に
夜
中
の
十
二
時
に
な
っ
て
い
た
。

留
別
水
原
上
人　
　
　
　

水
原
上
人
に
留
別
す

策
靑
岩
愜
壯
游　
　

靑
岩
に

策
し
て
壯
游
愜か

な

ひ

高
寒
此
是
古
瀛
州　
　

高
寒　

此
れ
是
れ
古
瀛
州

梵
魚
遙
和
霜
鯨
遠（

2
）　

　

梵
魚
は
遙
か
に
霜
鯨
に
和
し
て
遠
く

敎
翻
從
慧
業（

3
）留　

　

敎
は
翻
て
慧ゑ

業ご
ふ

に
從
ひ
て
留
ま
る

世
變
遑
知
談
魏
晉　
　

世
變　

知
る
に
遑い

と
まあ
ら
ん
や　

魏
晉
を
談
ず
る
を

地
靈
祇
許
住
樊
劉（

4
）　

　

地
靈　

祇た

だ
許
さ
ん　

樊
劉
を
住
ま
し
む
る
を

空
王（

5
）禮
罷
催
歸
去　
　

空
王
に
禮
し
罷を

は
り
て
歸
り
去
ら
ん
こ
と
を
催
し

一
雨
淋
浪（

6
）助
悵
惆　
　

一
雨
淋
浪
と
し
て
悵
惆
を
助
く

水
原
上
人
と
の
お
別
れ
に
遺
す
詩

靑
い
岩
の
路
に

を
つ
き
高
野
山
に
來
て
今
回
の
大
旅
行
に
心
滿
ち
足
り
、
標

高
が
高
く
寒
氣
を
感
じ
る
こ
の
山
は
古
く
か
ら
傳
え
ら
れ
る
瀛
州
で
あ
る
。
讀
經

の
聲
と
木
魚
の
音
は
彼
方
で
鳴
る
大
き
な
梵
鐘
と
合
わ
さ
っ
て
遠
く
ま
で
響
き
わ

た
り
、
一
山
の
學
問
と
敎
育
は
か
え
っ
て
上
人
の
よ
う
な
天
才
の
學
僧
に
任
し
て

長
く
の
こ
る
と
思
わ
れ
る
。
今
は
時
代
の
移
り
變
わ
り
が
激
し
く
て
魏
晉
交
替
の

歷
史
も
語
る
こ
と
が
で
き
ず
、
土
地
の
神
靈
は
た
だ
樊
劉
夫
妻
の
よ
う
な
道
術
を

備
え
た
夫
妻
だ
け
が
こ
の
山
に
住
む
こ
と
を
許
す
で
あ
ろ
う
（
そ
れ
ゆ
え
我
ら
夫

婦
は
こ
こ
に
住
む
こ
と
な
ど
で
き
な
い
）。
御
佛
に
拜
禮
し
終
わ
れ
ば
歸
り
を
急

か
す
よ
う
な
天
候
と
な
り
、
雨
が
ざ
あ
ざ
あ
と
降
り
續
い
て
別
れ
の
悲
し
み
を
增

し
た
。

（
1
）
原

「
航
歐
之
秩
父
丸
」。
日
本
郵
船
會
社
の
秩
父
丸
は
橫
濱
と
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
閒
の
航
路
を
と
る
大
型
客
船
で
、
神
戸
・
上
海
に
寄
港
し
た
（
松
浦
章
「
日
本
郵
船

會
社
の
桑
港
航
路
案
内
」、「
或
問
」
第
二
五
號
、
二
〇
一
四
年
六
月
、
頁
四
參
照
）。

そ
れ
ゆ
え
「
航
歐
」
で
は
な
く
、
正
し
く
は
「
航
美
（
中
國
で
は
ア
メ
リ
カ
の
略
號
を

「
美
」
と
す
る
）」
で
あ
る
。

（
2
）
こ
の
句
は
解
釋
し
難
い
。
今
、假
に
「
梵
魚
」
を
「
梵
（
佛
典
を
誦
え
る
）」
と
「
木

魚
」
と
し
、「
霜
鯨
」
は
、
霜
の
降
り
る
空
に

き
渡
る
大
き
な
梵
鐘
の
音
の
意
味
に

解
釋
し
た
。
元
の
張
經
の
「
瀟
湘
八
景
・
煙
寺
晚
鐘
」
詩
（『
御
選
元
詩
』
卷
六
六
）

に
「
鯨
音
送
殘
照
、
敲
落
楚
天
霜
（
鯨
音
は
殘
照
に
送
り
、
敲
き
落
つ
楚
天
の
霜
）」

と
あ
る
。

（
3
）「
慧
業
」
は
「
智
慧
に
裏
づ
け
さ
れ
た
行
爲
」（
中
村
元
『
佛
敎
語
大
辭
典
』
東
京

書
籍
、
一
九
八
一
年
五
月
、
頁
一
〇
六
）。
こ
こ
で
は
「
慧
業

人
（
才
人
）」、
す
な

わ
ち

學
面
の
天
賦
の
才
能
を
も
ち
、

字
の
緣
を
結
ん
で
い
る
人
物
を
い
い
、
水
原

堯
榮
上
人
を
指
す
。
本
書
卷
二
・
二
月
二
日
條
注
參
照
。

（
4
）「
樊
劉
」
は
、
上
虞
縣
（
浙
江
省
）
の
長
官
で
あ
っ
た
劉
綱
と
そ
の
妻
の
樊
夫
人
。

夫
婦
と
も
に
道
術
を
使
い
、天
界
に
登
っ
た
と
い
う（『
太
平
廣
記
』卷
六
〇「
樊
夫
人
」）。

ま
た
宋
の
施
宿
等
『
會
稽
志
』
卷
九
に
「
大
蘭
山
は
縣
（
餘
姚
）
の
東
南
八
十
里
に
在
り
。

傳
へ
て
云
ふ
、
劉
樊
夫
婦
、
此
の
山
に
於
い
て
仙
去
す
、
と
」
と
あ
る
。

（
5
）「
空
王
」
は
佛
敎
語
、佛
の
こ
と
。
淸
の
錢
謙
益
「
碧
雲
寺
」
詩
（『
初
學
集
』
卷
二
）

に
「
禮
罷
空
王
三
歎
息
、自
穿
蘿
徑
拄
孤
藤
（
空
王
に
禮
し
罷
は
り
て
三
た
び
歎
息
し
、

自
ら
蘿
徑
を
穿
ち
孤
藤
を
拄つ

く
）」
と
あ
る
。

（
6
）「
淋
浪
」
は
滴
り
流
れ
て
止
ま
な
い
樣
、
ま
た
そ
の
音
。
こ
こ
で
は
降
り
止
ま
な
い

雨
の
音
。
宋
の
張
耒
「
無
題
二
首
」
其
二
（『
柯
山
集
』
卷
二
十
四
）
に
「
晩
起
淸
秋



董
康
『
書
舶
庸
譚
』
九
卷
本
譯
注
（
八
）

九
八

一
枕
涼
、
四
簷
鳴
雨
下
淋
浪
（
晩
に
起
き
淸
秋　

一
枕
涼
し
く
、
四
簷
の
鳴
雨　

下
る

こ
と
淋
浪
た
り
）」
と
あ
る
。

十
六
日

晴
れ
。
九
時
、
旅
館
を
去
る
。
小
林
父
子
な
ど
と
京
都
驛
に
行
く
。
狩
野
が
先

に
來
て
い
た
。
手
を
取
っ
て
別
れ
を
吿
げ
る
。
昔
な
じ
み
を
子
細
に
數
え
る
と
、

彼
た
だ
一
人
で
あ
り
、
後
ろ
髮
を
引
か
れ
る
思
い
が
し
た
。
ま
た
も
小
林
逹
が
神

戶
ま
で
付
き
添
い
見
送
っ
て
く
れ
、乘
船
す
る
。私
逹
の
船
室
は
一
四
四
番
で
あ
っ

た
。
秩
父
丸
の
出
航
時
閒
が
延
び
た
の
で
、
上
陸
し
て
大
丸
で
晝
食
を
と
る
。
ま

た
小
林
が
付
き
添
い
見
送
っ
て
く
れ
、
船
に
戾
る
。
二
時
に
碇
が
上
げ
ら
れ
る
。

船
體
は
一
七
五
〇
〇
ト
ン
あ
り
、
歐
州
航
路
の
最
新
の
船
で
あ
る
。
設
備
が
行
き

屆
い
て
お
り
、
プ
ー
ル
ま
で
あ
る
。
た
ま
た
ま
他
の
船
客
と
離
れ
、
袁
某
氏
と
向

か
い
合
わ
せ
で
あ
っ
た
の
で
、
途
中
、
寂
し
く
な
か
っ
た
。

十
七
日

晴
れ
。
船
足
が
と
て
も
速
い
。
早
朝
起
き
て
ボ
ー
イ
に
尋
ね
る
と
、
四
時
に
下

關
を
通
過
し
た
由
で
あ
っ
た
。
夕
方
近
く
に
土
砂
ぶ
り
の
雨
に
な
る
。
晩
餐
の
後
、

客
室
艙
で
映
畫
を
上
映
し
客
を
樂
し
ま
せ
る
。

十
八
日

晴
れ
。
午
後
一
時
、
黄
浦
江
の
滙
山
埠
頭
に
到
着
。
玉
姬
が
家
族
を
連
れ
て
岸

壁
で
待
っ
て
い
た
。
心
如
と
別
れ
、
車
を
傭
っ
て
家
に
歸
る
。

書
舶
庸
譚
八
下
終

（
立
命
館
大
學
文
學
部
敎
授
）


